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◎ 開   議 

午前９時 

○丹野貞子議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員はおりません。 

   ただいまの出席議員数は14名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   本日の議事日程はお手元に配付のとおりで

あります。 

○丹野貞子議長 日程第１、一般質問を行います。 

   一般質問の時間は、答弁を含め60分であり

ます。終了５分前に振鈴で知らせ、60分で打

ち切ります。 

   本日は、２番東海林信弘議員からでありま

す。 

   ２番東海林信弘議員の一般質問を行います。 

   「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） おはようございます。 

   それでは、一般質問をさせていただきます。 

   質問事項の１は、柏川排水対策調査結果に

ついてお伺いいたします。 

   柏川排水対策調査結果として、所管委員会

へ内水解析の条件と内水解析の結果、内水被

害軽減対策の検討など報告されています。 

   内水解析の条件としては、令和２年７月豪

雨の雨量、現在施工中の輪中堤完成を想定し

た柏川の内水シミュレーション、最上川の水

位上昇による１号樋門の閉門から最上川の水

位低下による開門までの推計、１号樋門の閉

門が継続した場合の内水による浸水範囲、最

上川水位低下による開門からの浸水解消時間

までの加味した条件などで解析されていまし

た。 

   輪中堤の完成及び緊急治水対策プロジェク

トが完了した後、令和２年７月豪雨時の流域

雨量や最上川の推移に基づいて解析されたも

のでした。 

   解析結果としては２つ。柏川の内水による

住宅地浸水は発生しない。もう一つは、柏川

の自然排水のみでは農地浸水が一定規模発生

するとの解析結果でした。 

   そこで、質問要旨の１は、輪中堤の完成及

び緊急治水対策プロジェクトを完了した場合、

令和２年７月豪雨の雨量では、柏川の内水に

よる住宅地浸水は発生しないと断言できるの

かお伺いいたします。 

   内水被害軽減対策の検討も報告されていま

した。住宅地への浸水は生じないとの解析を

示されたが、全国的に豪雨災害の激甚化、頻

発化が進んでいる現状を鑑み、想定を超える

降雨が発生し、住宅地の浸水被害のおそれが

生じた場合に迅速に対応できるよう、機動力

に優れた排水ポンプ車の導入を検討していく

とありました。 

   そこで、質問要旨の２は、調査結果報告に

ある想定を超える降雨量とはどの程度なのか、

また、浸水被害のおそれが生じた場合の機動

力に優れた排水ポンプ車の導入検討内容につ

いてお伺いいたします。 

   質問事項の２は、地域公共交通計画につい

てお伺いいたします。 

   令和８年度から令和12年度の５か年計画で

地域公共交通の再編を考えられています。河

北町の地域公共交通とは何かを示すために、

「町民一人一人のいきいきとした生活を支え、

町の魅力を活かす移動手段」を基本理念とし、

あわせて、地域公共交通が果たす役割を方針

として定められています。 

   現状の課題としては、町営バス、タクシー

利用助成制度、民間路線バス、民間タクシー、

おでかけカルテ・アンケート、住民懇談会の

６項目を掲げ、基本方針としては、通学を支

える移動手段、生活を支える移動手段、観光

を支える移動手段と、地域の特性などを生か

したネットワークを形成していくとありまし

た。 
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   ５年間の取組や方針や目標、目標達成する

ための政策など、現段階でも考えられている

と思います。５年間の長期的な計画でもあり

ますので、目標を達成するための進捗管理、

評価、施策内容の適宜見直し、また、公共交

通の再構築を進めていく上では、町民サービ

スや支援補助など、不平等感のない施策をぜ

ひお願いいたします。 

   そこで、質問要旨の１は、５年間の計画を

進めるに当たり、地域公共交通をどう描き、

どう考えているのかお伺いいたします。 

   以上、町長の答弁を求めます。 

○丹野貞子議長 ２番東海林信弘議員の一般質問

に対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   ２番東海林信弘議員の一般質問にお答えい

たします。 

   最初に、柏川の排水対策に対する調査結果

についてお答えいたします。 

   まず、１点目、輪中堤の完成、緊急治水対

策プロジェクトが完了した場合、令和２年７

月の豪雨の雨量では、柏川の内水による住宅

浸水は発生しないと断言できるのか、この点

について申し上げます。 

   本調査は、溝延地区の輪中堤及び樋門の整

備後における柏川流域の内水氾濫の状況を把

握し、被害軽減策を検討することを目的とし

て実施したものであります。 

   解析に当たりましては、令和２年７月の豪

雨の実績雨量を用いまして、国土地理院の基

盤地図情報に基づく数値標高モデルを活用し、

仮想３次元空間上で浸水挙動を再現いたしま

した。また、現在施工中の最上川溝延地区輪

中堤が完成した後の状況を前提といたしまし

て、最上川の水位上昇に伴う柏川水系樋門の

閉門、門を閉じてから、水位低下による開門、

門を開けるまでの一連の過程を含めて解析を

行っております。 

   その結果、輪中堤及び緊急治水対策プロジ

ェクトが完了した条件の下でということにな

りますけれども、柏川の内水による住宅地の

浸水は発生しないとの解析結果が得られてお

ります。ただし、本結果は令和２年７月豪雨

の実績雨量と地形データに基づく解析による

ものでございまして、自然現象の不確実性を

踏まえれば、将来にわたり浸水が発生しない

と断言できるものではございません。そのた

め、本町といたしましては、排水ポンプ車の

導入など、治水対策の強化について併せて検

討してまいります。 

   ２点目の調査結果報告から想定を超える雨

量とはどの程度なのか。また、浸水のおそれ

が生じた場合の機動力に優れた排水ポンプ車

の導入の検討内容について申し上げます。 

   想定を超える降雨量とは、令和２年７月豪

雨の実績雨量を上回る規模の降雨を指すもの

であり、また、ここで申し上げる機動力に優

れた排水ポンプとは、国土交通省が輪中堤整

備の際に設置する排水ピットを活用し、機動

的な運用が可能な設備を想定しております。 

   今後、運用体制さらには配備体制も含めま

して、迅速な初動対応体制を確保できる、最

適な、最も適した機材の選定に向けまして、

具体的に検討を進めてまいります。 

   次に、地域公共交通計画についてお答えい

たします。 

   ５年間の計画を進めるに当たり、地域公共

交通をどう描き、どう考えているのかについ

て申し上げます。 

   令和８年度から令和12年度までの５年間を

期間とする河北町地域公共交通計画は、本町

の地域交通の将来を支える重要な指針となり

ます。この計画を策定するに当たりまして、

私たちが描く地域公共交通の姿、そしてその

考え方について申し上げます。 
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   まず、計画で描きます将来像は、住んでい

る場所や世代を問わず、誰もが行きたいとき

に行きたい場所へ安心して出かけられる社会

の形成であります。 

   本計画では、公共交通を単なる乗り物とし

てでなく、町民の健康、教育、経済活動を支

える不可欠な生活基盤と捉えまして、町民一

人一人の生き生きとした生活を支え、町の魅

力を最大限に引き出す移動手段の構築を目指

してまいります。 

   令和８年度からの今後５か年の位置づけで

ございますが、将来の大きな変化を見据えた

重要な準備と試行の期間と捉えております。 

   具体的には、５年後の小学校統合や新病院

の整備に伴う移動需要の劇的な変化を見据え、

その受皿となる体制を整える期間と考えてお

ります。この５年間では、深刻な課題である

運転手不足の解消、乗降データ、利用状況で

すね、活用による運行の効率化といった基盤

強化に集中的に取り組んでまいります。 

   また、この期間は、「地域との共創」を掲

げ、町内各地にふさわしい地域公共交通を見

いだすために、各地区で実施する地域公共交

通に関する取組である河北町モビリティトラ

イアルを進めてまいります。町内６地区それ

ぞれの実情に合わせて、一律のサービスを提

供するのではなく、地域住民の皆様と共に試

行を重ねながら、その地域に最適な交通手段

を見いだしていく方針でございます。 

   こうした準備と並行いたしまして、喫緊の

課題である通学を支える移動手段につきまし

ては、河北町と寒河江市とを結ぶ新たな移動

手段の休日運行開始を検討し、運行の実施に

つなげてまいりたいと考えております。 

   これにより、町外の高校に通う生徒の利便

性向上と保護者の送迎負担軽減を図るととも

に、町外から本町の教育資産である県立谷地

高校へ、町外から通う生徒の受入れ環境を整

備いたします。こうした次世代への投資は、

地域の活力を維持し、定住を促進する公的な

意義からも極めて高いものがございます。 

   また、生活を支える移動手段としては、べ

にのすけタクシーを休日も運行いたしまして、

買物、通院の移動手段の確保を図り、交通空

白時間帯の解消に努めます。 

   議員からございました、進捗管理、評価、

施策内容の適時見直しにつきましては、毎年

度、利用実績等を基に、客観的な評価・見直

しを行うＰＤＣＡサイクルを実施し、不平等

感のない施策については、河北町モビリティ

トライアルにより地域の実情を踏まえた施策

を検討し、実行してまいります。 

   社会情勢や地域のニーズに合わせ、施策の

内容を柔軟に見直す「動く計画」として運用

するとともに、特定の地域に便益が偏ること

のないよう、公共交通の空白地帯の解消を優

先しながら、町民が納得感を持ち透明性の高

い運用、そして全体最適となる運用を検討し

てまいります。 

   地域公共交通の再構築は一朝一夕に成し遂

げられるものではございませんが、この５年

間を将来の河北町を支える基盤づくりの期間

とし、町民の皆様が生き生きと暮らし、移動

の安心を実感できるまちづくりを目指してま

いります。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） ご答弁ありがとうご

ざいました。 

   それでは、柏川の治水対策のほうから再質

問させていただきます。 

   所管の委員会のほうには、報告として、柏

川の治水のやったことについて報告がありま

した。それを見ている限り、一目で見てもう
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住宅浸水はないんだなということで、すごく

安堵の気持ちになったところです。 

   ただ、やっぱり条件的には、令和２年の７

月の豪雨量、あれにはもう対応できると断言

しているんだなということで、つくづく、町

長答弁からも分かったように、感じていると

ころです。 

   ただ、特に思っているのは、要は、輪中堤

の築堤を進めて、緊急治水対策プロジェクト

をやって、国交省で排水ピットを設置してい

ただいて、それに対するポンプアップという

ことで今考えられると思いますけれども、そ

れはそれでいいんですが、その地内、地区内、

住宅地内、要は８区、７区地内の流れている

柏川、その１本の柏川の排水に、排水堰に、

いろいろなところから排水堰が流れ込んでき

ます。その旨、その地図、柏川を一口に言っ

たら結構広い流域があって、そこら辺の改善

策、対策、それは実際行われていないのでは

ないかというのが私の心配事です。 

   今回、治水対策ということで、柏川を調査

したということで、一体どういうところをや

ったのか。ただそこの輪中堤付近の排水ピッ

ト付近でポンプアップするというだけの調査

結果だったのか、それとも、寒河江三泉から

流れてくる、柏川流域全体の調査をしたのか、

その辺もちょっとお伺いしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 お答えします。 

   柏川の流域の調査の範囲ということでござ

いますが、三泉地区のほうから、ずっと溝延

地区の柏川流域ということで、2,100平方キロ

メートルの流域面積ということで、そちらの

ほうの計算を行っているところでございます。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） それ、溝延の地区内、

住宅地内から寒河江の三泉の方面、その全域

で2,100平方キロメーターということで間違

いないと思うんですけれども、そこの調査、

一体どういった調査したのか、その辺、調査

結果あったら教えていただきたいと思います。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 この2,100平方キロメ

ートルのうちの、先ほど町長答弁にもありま

したように、そちらに令和２年の雨量を３次

元空間の中で降らせて、そちらを国土地理院

の地図のデータ、標高のデータですね、そち

らを計算して、どのように流れていくか、ど

のようにたまっていくかというような調査を

しているところでございます。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） 調査したのは分かる

んですが、その調査した結果、その部分部分

の排水堰とか、いろいろ雨水が流れる堰とか、

いろいろ多分あると思うんです。そこら辺の

不具合はなかったのか。 

   ただ、今回は、治水対策プロジェクトで、

輪中堤付近の排水にこだわった対策だと思う

んです。その辺で、だから、その上流、高い

ところから低いところに水は流れるのね。そ

の高いところの上流の部分の調査、対策、改

善はやらないのかということを質問している

んですが、いかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 議員のおっしゃるとお

り、排水樋門のところにたまる水ということ

で、今回、調査しておりました。 

   上流のほうの対策というのは、今回の調査

の中ではちょっと入っていなかったというこ

とで、今のところ考えていないというふうに

なります。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） 現状、多分、課長も

知っているとは思うんですが、令和２年７月

にも、この豪雨で結構、住宅地、浸水、床上

床下共々もあったんですけれども、具体的に
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言ったならば、８区の公民館付近、あそこは

常に、豪雨、令和２年の７月の雨量が降って

いなくても、結構道路は冠水するんですね。

その辺も含めて、あと、ずっと上流に行くと

南泉寺というお寺があるんですが、その北側、

その辺の雨水とかが排水路とかに入って、柏

川に合流してくるんです。その辺も冠水する

んです、住宅地内が。その辺も含めて、どの

ぐらいの調査をしたのかということをお聞き

したかったんです。 

   ただ、やっていないとなれば、今後、今か

らどういったことをやっていくのか。ただ、

地域の方も多分ご存じだと思うんですが、そ

の辺も伺って、再度調査し、対策を取ってい

くということは考えられないでしょうか。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 今現在、特にそこら辺

りの調査をするというような考えは今のとこ

ろ持っていませんが、今お聞きしているとこ

ろでありましたので、その辺もちょっと、い

つどのような形で調査になるかとはまだ明言

はできませんが、ちょっと確認しながらやっ

ていきたいと思っているところです。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） 結構、やっぱり、先

ほど言いましたけれども、水は高いところか

ら低いところに流れていて、その高いところ

から、上流から流れてくる水が相当流れ込ん

でくるんです、溝延の住宅地内。それで、最

後には柏川に合流して最上川に排出されると

いう感じなんですが、その辺も含めて、ちょ

っと現地調査ということですから、もっと住

宅地内も調査していただきたかったんです。

その辺、今からやっていただければなという

願いと、あとは、整備するということもある

んでしょうけれども、あとは、紅寿の里の北

側の排水堰、あの辺も、あの八幡様のところ

から流れてくる、三泉から流れてくるもの、

全部集約されて集まってくるんです。その辺

も含めて、何というんですか、輪中堤付近だ

けじゃなくて、こっちも冠水しているところ

が多々あるので、その辺も考慮して調査して

いただければなという私の願いです。その辺

も含めてこの柏川での治水対策というのは完

成していくのかなということで、私は思って

いるところです。 

   排水ポンプということであるんですが、こ

の排水ポンプ、要はどういった形の、迅速な

初動対応体制、町長答弁にもありましたけれ

ども、迅速な初動対応体制を確保できる最適

な機材とは一体どんなものなのか教えていた

だけませんか。 

○丹野貞子議長 「大泉防災危機管理課長」 

○大泉正博防災危機管理課長 それでは、お答え

いたします。 

   これまで、内水の排水対策というところで

は、昨年、令和７年度、槇川を会場にしまし

て、排水ポンプの訓練というところで、山形

県のほうで行っていただいたところです。 

   そのときに、山形県のほうで、排水ポンプ

車という形で訓練に持ってきていただいたも

のというのが、１分間当たり10トンというと

ころの排水能力がある排水ポンプ車というと

ころを持ってきていただいて、排水の訓練を

行ったというところになりますけれども。 

   その山形県で持っている排水ポンプ車につ

きましては、基本的にトラックと排水ポンプ

設備、発電機、分離しているという状態で、

常にはばらばら保管されているというところ

を、いざというときに、トラックに排水ポン

プ設備と発電機を乗せて現場に来なければな

らないというところで、お願いする委託先と

しては建設業者というところの中で、体制を

つくりながらやっているという状況を伺って

おります。 

   そういった状況を見ると、やはり、建設業
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者さんのほうに年間当たりの契約をお願いし

ている中で保管もお願いするというところが

ある中で、いざというときのスムーズな体制

というところでは、ちょっと課題があるよね

というところがありまして、いろいろ全国的

に見ると、排水ポンプ車というところでは、

災害対応というところで、大容量排水ポンプ

というところの排水ポンプというものがかな

り普及しているというところもありますので、

そういった設備関係もいろいろ比較検討しな

がら、災害時にはスムーズに初動体制を取り

ながら現場に行けるという体制をできるよう

な機動性のあるものというところで、今、そ

ういった方向で、令和８年度、最終的な具体

的な機種については選定していきたいという

ふうに考えているところであります。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） 大体ポンプの中身は

分かったんですが、そうすると、その排水ポ

ンプ車を、優れた、機動性の優れたポンプ車

ということ、いろいろ、今、課長がおっしゃ

られましたけれども、その排水ポンプという

のは町で購入するんですか。それで、保管し

て、その運用とかいろいろ決めていくという

ことでよろしかったでしょうか。 

○丹野貞子議長 「大泉防災危機管理課長」 

○大泉正博防災危機管理課長 まず、柏川という

ところの管理というところでは町というとこ

ろになりますので、そういった浸水、冠水、

雨水対策というところでは町がすべきという

ところでありますので、排水ポンプ車につい

ては町のほうで導入という形で考えていると

ころであります。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） ちょっと安心した点

も。ポンプを買っていただけるということで。

ただ、そこの機動性に優れた、本当に、もし

災害が起きる場合とか、もう待機して、冠水

してくる寸前にはもうそれが稼働できるよう

な体制を取っていただかないと、買ってもし

ようがないと思いますので、その運用だけは

しっかりやっていただきたい。 

   あともう一つは、柏川だけじゃないと思う

ので、その辺もいろいろと冠水したりとかい

ろいろありますので、その辺も臨機応変、ま

たは被害の出ないようにしていただければ本

当に助かるんですけれども、その辺も考慮し

ておいていただきたいと思います。 

   あとは、柏川については、やっぱり流域全

体を考えていただいて、住民の方が安心して

生活できるように。あのときはもう、私の友

人ですけれども、もう私が身長小さいせいも

あって、１メーター20ぐらいまではリビング

の上まで水が押し寄せてきて、うちには孫ち

ゃんがいたんですけれども、孫を上に掲げて

避難したということを聞いています。その辺

すごかった雨量だったので、その雨量が降っ

ても大丈夫だということを断言されています

のでね、令和２年７月の雨量で大丈夫だとい

うことを断言されていますので、今以上、そ

れ以上のやっぱり対策を考えていただかない

と、もっともっと安心して生活できないのか

なということをお願いして、柏川治水対策の

ほうは終わりたいと思います。 

   次に、地域公共交通ですけれども、町長答

弁にもありましたけれども、町の魅力を最大

限に引き出す移動手段の構築、これは一体ど

ういうことなのか教えていただきたいと思い

ます。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 お答えいたします。 

   町の魅力を生かして移動手段をしていくと

いうようなことになりますけれども、公共交

通がスムーズに移動できて、整えてあるとい

うようなことであれば、生活する上で便利で

すし、あとは移動が簡単にできますし、あと、
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例えば山形に通うとか、学生とかが通うとい

うようなところでは、移動手段がないと、例

えば河北町から引っ越してしまうとかそうい

ったこともございますので、そういった公共

交通が整えてあることで、教育とか医療とか

そういった部分についても町の魅力がアップ

になってくるというようなところで、公共交

通の構築手段というのは大変大切だというこ

とで、そういったものも含めて、町の魅力を

上げていくというようなところで考えている

ところでございます。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） 何か答えていただい

たのかどうかちょっと分からないんですが、

魅力を最大限に引き出す移動手段という、ど

ういったものかということでお聞きしたんで

すが。いや、それは当たり前のことで、皆さ

ん一人一人が生活する上で、公共交通を使っ

て学校に通ったり仕事行ったり、休みのとき

はちょっと楽しんだりと、余暇を楽しんだり

とかいろいろする。あとは、町の観光、要は、

移動手段がなくて、県外のお客さんとか来た

場合に、どうしても、どうしたら行けるのか

なという話も、べに花メール等々に載ってい

ます。 

   その辺も含めて、そういった魅力を最大に

引き出す移動手段ということは、やっぱり、

何ですか、周遊バスとか、そういった移動手

段もありますし、常日頃の生活に欠かせない

足、交通手段も考えなきゃいけないですし、

どういったことでその魅力というのを最大限

に引き出そうとしているのか。いま一つ、ち

ょっと今理解できなかったので、再度、その

魅力を最大限引き出す移動手段ということで

お聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 先ほど生活面とか

学生の部分ということでも話しましたけれど

も、議員がおっしゃいました観光の部分もあ

るかと思います。観光の部分、今、観光の部

分で、紅花資料館、動物園、いろいろな町の

ほうで観光があります。そういった、来たと

してももう移動手段がないというようなとこ

ろがありますので、こういった移動手段も含

めていろいろなところに行けるということで、

一つ一つの施設、動物園、資料館、ひなの湯、

そういった施設等も一緒になって楽しんでい

ただけるというようなところもありますので、

全体的に、生活の部分、観光の部分、全ての

部分でそういった魅力があるものということ

で考えているところでございます。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 町の魅力を引き出すということ

ですけれども、町の魅力って何だろうなと。

とりわけ、公共交通のネットワークの形成、

再構築というアプローチをする上での町の魅

力は何ぞやということで考えると、１つは、

町内的にはコンパクトな町だという点であり

ます。ただ、公共施設もある程度集約はあり、

コンパクトな町ではありますけれども、車を

持っていない方にとって見ると、結構不自由

な町だと。したがって、ここにネットワーク

を形成することによって、町のコンパクトの

強みをもっと最大限していくアプローチがで

きるんだろうというのが１つであります。 

   もう一つの強みは、強みといいますか魅力、

強みというのは、周りの利便性のある施設、

村山地域、とりわけ河北町の周りについては、

山形市、仙台市まで見通すということにもつ

ながりますけれども、東根、天童、寒河江、

村山、４つの市から囲まれた町として、そこ

に対するアプローチが、つなぎが、弱いなと

いうことがあります。 

   空港に近いです。もう一つは、左沢線と奥

羽線、さくらんぼ東根駅、寒河江駅、ここに

同じようにアプローチできる立地環境にある
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と思います。奥羽線と左沢線、両方、河北町

にはありませんけれども、鉄道はありません

けれども、両方の線路を使える可能性がある

町だと私は思っています。それは、通学だっ

たり買物だったり、あるいはいろいろな近隣

の施設を広域的に活用できる。それが、車が

ない人でも、学生さん等も含めて、年配の方

も含めて、利便性を享受できる地域公共交通

というのが、町のまちづくりを考える上での、

町の魅力を引き出す上での重要なテーマかな

というふうに思っています。 

   そういった意味で、後期計画策定する中で

町民のアンケートも取らせていただく中で、

これは議会でもこれまでも幾度となく答弁に

用いさせていただいておりますけれども、全

ての年代で、公共交通の改善してほしい点に

全ての年代で集中しているのが公共交通ネッ

トワークであり、ということになります。 

   したがいまして、町といたしましては、こ

れはなかなか容易な話ではありません、議員

もご指摘のとおり、町だけでなくて、近隣の

市町、そして交通事業者、そしてマンパワー

が、特に運輸業界、厳しい環境にあります。

ですが、そういう困難な状況はございますが、

今、これからの若い人たちが河北町でも通学

できる、様々な選択の場を確保、学びの場を

確保できるまちづくり。さらには、今、70代

半ばの方々が、これからのこの公共交通計画

の５か年で取り組もうとしているトライアル

の準備期間、５年後には80歳を超えていくと。

やっぱりそこの80歳を超える方々がいかに健

康に暮らしていただけるか。でも、どうして

も免許を返上せざるを得ない状況になった場

合、そこに買物だったり様々な活動ができる

環境づくり、そこはしっかり、困難な課題は

ありますけれども、地域の力もいただきなが

ら、地域それぞれの課題に即した形での公共

交通をトライアルしていきたい。これが河北

モビリティトライアルでございます。 

○丹野貞子議長 議長から申し上げます。 

   今、地域交通のお話なんですけれども、先

ほどの柏川排水対策の答弁で訂正したい旨の

申出がありましたので、許可しますので、土

方都市整備課長のほうからお知らせしてもよ

ろしいでしょうか。 

   「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 大変失礼しました。 

   先ほど、柏川の流域の面積2,100平方キロメ

ートルと言いましたが、2.1平方キロメートル

でございます。大変申し訳ございませんでし

た。訂正させていただきます。 

○丹野貞子議長 それでは、また地域交通で継続

お願いします。 

○２番（東海林信弘議員） 課長、ありがとうご

ざいました。私もちょっとうろ覚えで資料見

ていたんですけれども。はい。私も確認不足

で、大変申し訳ございません。 

   地域公共交通のほうに戻りますが、一応、

町長答弁の中にも１つ聞きたい点がありまし

て、河北町と寒河江市とを結ぶ新たな移動手

段ということで、今、休日運行開始を検討な

されているようなご発言だったんですけれど

も、それは一体どういうことか、それだけち

ょっと教えていただけますか。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 新たな移動手段と

いうことで、寒河江市と結ぶ線になりますけ

れども、こちら、計画のほうでも、施策とし

て休日に運行していきたいということでなっ

ております。 

   これについては、休日については、今現在、

山交バスとか何もなくなっております。移動

手段がありませんので、寒河江市も行けませ

んし、山形のほうにも行くことが、寒河江を

通っていくことはできないというようなこと

があります。交通空白時間帯になっておりま



 - 157 -

す。 

   そういった休日について、新たな移動手段

を導入しまして、寒河江のほうに、山形のほ

うに行けるようなことで考えていきたいとい

うようなところで思っているところではあり

ます。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） 思ったとおりで、河

北町と寒河江市を結ぶ新たな移動手段という

ことで、やっぱり民間のバスを使って休日運

行開始を検討しているということは分かりま

した。 

   ただ、そこで私が言いたいのは、そういっ

たところが不平等感があるんじゃないかとい

うことです。結局、地域、私も溝延で、あと

西里とかいろいろありますけれども、周りは

その民間バスの運行経路に外れているんです。

何も通っていないんです。そこを度外視して、

寒河江－谷地間だけに力を入れるというのは

どう考えてもおかしい話で、全体が河北町な

んです。そこだけを見てもらっては不平等感

が生じるということで、私は、前文でも申し

上げましたけれども、常日頃、前からも、高

校生の通学の定期の援助、補助、あれも不平

等感があり過ぎて納得できない。だから、今

回あえて、まだ今回は具体的に、令和８年か

ら12年の５年間かけて公共交通のほうを確立

し、再構築していくんだという答弁なので、

中身はあえて申しませんが、そういったとこ

ろが河北町として足らないところじゃないの

かな。空白地帯はいっぱいあるんです。それ

で、そこの沿線だけを、沿線の人だけを何か

援助している、支援しているような感じで受

け止めてしまうので、その辺は、今回、造語

でモビリティトライアルということがありま

すけれども、そのモビリティトライアル、意

味もちょっと聞きたかったんですが、今ここ

で教えていただいてもよろしいでしょうか。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 モビリティトライアルの定義等

については、主幹から答弁いたさせます。 

   先ほど、寒河江市と河北町、今、山交バス

が平日はあるわけです。ところが、日曜日廃

止になり、土曜日が廃止になり、今は土曜日

と日曜日は運行していない。高校生が寒河江

から行こうとしても、土日は使えない。そう

いった状況もございます。 

   そういった中で、そこを埋めるところを、

町として、本当は山交バスさんに復活しても

らえばありがたいんですけれども、それはか

なり難しい状況です。したがいまして、山交

バスとは違う移動手段を検討していくと。

様々な機関と調整しなければなりませんので、

具体的にいつどのような形でどういう運行に

するかということは、今後詰めていく。でも、

何とか年内には、冬、特に冬場困りますので、

冬までにはトライアルできるようにしていき

たいなと思っています。 

   あと、各地域とじゃあどう結んでいくんだ

と。これは、本町にとって、先ほど言いまし

た、コンパクトな町なんですけれども、谷地

の中を考えても歩くにはなかなか不便だと。

ましてや、溝延、西里、吉野地区、西部地区

ですね、あ、東部地区ですか。あと北谷地地

区等々も含めた場合に、じゃあ河北町の中を

どうつないで、その幹線に対する利便性を各

地域まで波及できるようにしていくのか。こ

れが、公共交通計画の中では、幹線交通と、

これは町外、主に寒河江市と東根市をどうつ

ないでいくか。あともう一つは、エリア内の

便益を、どうネットワークをつくって、その

幹線にもつながる便益を各地区に波及できる

ようにするか。 

   先ほど言いましたように、交通事業者、今、

べにのすけタクシー、町内についてはべにの

すけタクシー、予算を通していただければ、
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来年から、来年じゃない、来年度から、土日

も利用できるようにしたいと思っています。

その予算を計上させていただきます。べにの

すけタクシーだけにそれを頼れるということ

でもないというふうに思っています。 

   したがいまして、ここは、来年、できれば

雪降る前に、幹線の寒河江市のところの休日

の運行を何とか確保できる試行までには行き

たいということをしていますけれども、そこ

にセットで、もう全ての地区からそこに便益

が波及するという姿、来年１年でできるもの

ではないと思っています。あと、いろいろ、

この計画をつくる上で、各地区でも幾度とな

くワークショップ、意見交換会をしています。

その中で、やっぱり各地区の捉え方も違うん

ですよね。だから、各地区に合ったアプロー

チ、それがやっぱり河北町の各地区の特色が

あり、また、各地区の取組についても様々な

考えを今お持ちの方がある中で、動きがある

中で、それを踏まえた、各地区に、そのこれ

から形成していく公共交通に、各地区に波及

していくようなアプローチを、各地域と一緒

になって、各地区ごとにアプローチ、チャレ

ンジしていこうと、トライしていこうと。そ

れが私の思っているモビリティトライアルで

あります。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 モビリティトライ

アルということになりますけれども、昨年度、

令和７年度ですね、３回、住民懇談会という

ことを開いております。町内６地区に分けて

おりまして、学区あとは路線バスの沿線地区

等で分けておりまして、その６地区について

いろいろな、今、町長答弁でもありましたけ

れども、いろいろな、地区によって様々課題

もありますし、地形とかありますし、家の張

りつけ方もあります。いろいろな形で地区ご

とに変わってきております。そういった地区

に、各地区にふさわしい公共交通を見いだす

と、していきたいということで、各地区で実

施する地域公共交通に関する取組、試行です

ね。そういった各地区ごとに取り組むことに

ついて表現した造語的なものになりますけれ

ども、各地区でいろいろな話合いをしながら、

自分たちの公共交通移動手段を考えていって

もらって、そちらのいろいろなことを試行し

ていただいて、うちの町では、うちの地域で

はこういった手段がいいんではないかとか、

そういったものも考えて取り組んでいくとい

うことで、一気にできることではございませ

んので、まず一つ一つ、一歩一歩、その地区

でできることから、まずは周知から始めよう

とか、あとは、まずは公共交通に乗ってみよ

うと、体験会を開いてみようとか、そういっ

たことから始めていくということで、いろい

ろな取組をしていくというようなところのモ

ビリティトライアルというようなところにな

っております。 

○丹野貞子議長 「２番東海林信弘議員」 

○２番（東海林信弘議員） ありがとうございま

す。やっぱり地域ごとの課題というのもたく

さんあろうかと思います。それでやっぱり、

そのモビリティトライアルですか、６地区に

分かれて、その地域の課題を解決するために、

交通体制の構築というんですか、そういった

ことも潰していっていただきたいと思います。

ましてや、町長答弁にもありましたけれども、

小学校の統合や新病院、また深刻な問題だと

いうことで運転手さんの不足ということも挙

げられていますので、その辺もぜひ計画の一

つとして課題を潰していっていただければと

思います。 

   最後に申し上げますが、絶対、不平等感の

ない施策ということで、私、期待しています

ので、よろしくお願い申し上げます。 

   以上、終わります。 
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○丹野貞子議長 以上で２番東海林信弘議員の一

般質問を終わります。 

   ここで10時５分まで休憩とします。 

     休 憩  午前 ９時４８分 

     再 開  午前１０時０４分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   次に、４番増川憲一議員の一般質問を行い

ます。 

   「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） ４番増川憲一、３月定

例会の一般質問を行います。 

   まず、質問事項１、農業政策について伺い

ます。 

   農業者の高齢化や担い手不足による農地の

荒廃化を防ぐため、河北町でも令和５年８月

から地域計画作成検討会、各地区での話合い、

農業経営の意向アンケート調査を行い、令和

７年３月31日に地域計画を策定しました。 

   前回まで４地区ごとの話合いでしたが、今

年度、２月３日に行われた地域計画の更新に

向けた話合いは、町全体で協議、話合いが行

われました。 

   目標地図は、色染めと番号により耕作状況

が分かりやすくなり、新たに担う者を位置づ

ける付箋が数多く貼られていることを確認し

ております。 

   しかし、薄い白色で表されている担う者が

位置づけられていない農地と、市松模様で表

されている耕作者が耕作をやめたい農地、ま

た小面積や変形農地で大型機械作業に向かな

い農地は、担う者の位置づけが進まない場合

もあります。 

   また、水田においては、用水排水路の劣化

による漏水改善や、基盤整備から数十年経過

しているため暗渠排水管に農機具が挟まり抜

け出せないなどの問題が出ています。 

   そこで、質問要旨の１、地域計画の目標と

する集積率90％達成に向けた取組について伺

います。 

   質問要旨２、経年劣化による用水排水路整

備や暗渠排水管整備など今後の整備方法につ

いて伺います。 

   質問事項２、オールかほくで応援する子育

て支援について伺います。 

   オールかほくで応援する子育て支援として、

結婚・出産・子育て支援までの切れ目のない

町の支援について、応援カレンダーを作成し、

ホームページなどで紹介しています。 

   確かに応援カレンダーに切れ目はないので

すが、近隣の市町村でも同じような支援策に

取り組んでおり、本町より充実している支援

策もあります。河北町の独自性が薄らいでい

ると感じます。 

   また、応援カレンダーを見て、未就学児の

ゼロ歳から５歳までの保育料無償化を拡充す

べきであると思います。 

   「かほくっこ」こどもみらい応援宣言を発

した森谷町政として、さらに支援を進める必

要があります。 

   そこで、質問要旨の１、河北町独自の子育

て支援策について、町の考えを伺います。 

   質問要旨の２、ゼロ歳から５歳までの保育

料無償化と副食費無償化について、町の考え

を伺います。 

   森谷町長の答弁を求めます。 

○丹野貞子議長 ４番増川憲一議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ４番増川憲一議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、農業政策についてお答えいたしま

す。 

   まず、１点目の地域計画の目標とする集積

率90％の達成に向けた今後の取組について申

し上げます。 

   地域計画につきましては、令和５年度から
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策定に向け、農地の所有者と耕作者へアンケ

ート調査及び谷地地区、西里地区、溝延地区、

北谷地地区ごとに話合いなど行い、その結果

をまとめたものを基に令和７年の３月31日に

策定したものでございます。 

   今年度は、町全体で農地の集積、集約を図

るため、これまでの地区ごとの集まりではな

く、令和８年２月３日に全ての地区の方から

一堂に集まっていただき、話合いを行う形式

で実施いたしました。 

   実施に当たりましては、机の上に地図を広

げ、その図面を見ながら話合いを行いました。

図面には、農地１筆ごとに担う者が既に位置

づけられている農地、耕作者が耕作をやめた

い意向のある農地などが分かるように色分け

などをして、できる限り分かるように表示い

たしました。その地図の中で、今後耕作した

い農地に付箋を貼っていただき、10年後に耕

作者がいない農地ができる限りなくなるよう

話合いを進めていただいております。 

   このたびの話合いの結果、現状の担い手の

集積率は52.3％でございます。約10年後であ

る令和17年には60.3％と位置づけが進んだと

ころでございます。 

   このような話合いを毎年実施いたしまして

地域計画のブラッシュアップを図っていくこ

とによって、担い手の集積率の向上に努めて

いきたいと考えております。 

   なお、目標とする集積率でございますが、

現在の町の目標とする集積率は、山形県の目

標に合わせて90％としてきたところでござい

ます。現在、この集積率につきましては、県

の農業経営基盤の強化の促進に関する基本方

針の見直しが進められておりますが、この基

本方針は、農業経営基盤強化促進法に基づき、

農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な

方向や育成すべき農業経営の基本的な指標な

ど定めているものでございます。このたびの

見直しは、前回の定期見直しからおおむね５

年が経過したことなどを踏まえたものであり、

その案の中では、農用地の利用の集積に関す

る目標が、これまでの90％から85％に変更さ

れる予定でございます。この変更の背景とい

たしましては、前回の見直しからの集積率の

伸び、さらには、各市町村において地域計画

が出来上がり、その実態が反映されたことな

どが想定されます。この改正等を踏まえ、今

後、町の目標集積率につきましても、地域の

話合いの下、検討してまいりたいと考えてお

ります。 

   次に、２点目の経年劣化による用水排水路

整備や暗渠排水管整備など、今後の整備方法

について申し上げます。 

   用水排水路整備につきましては、多面的機

能支払交付金活動組織による資源向上支払交

付金を活用した維持・修繕や土地改良区実施

主体の目地補修などの年度事業計画に対して、

土地改良事業補助金を交付しながら、適正に

維持管理がなされるよう支援しております。

今後とも、このような方法で進めてまいりた

いと考えております。 

   水田の暗渠排水管の整備につきましては、

暗渠排水管の耐用年数が20年から30年と言わ

れておりますが、なかなか劣化の状況が分か

りにくいところでございます。排水機能が

年々低下し、多少なりとも営農に支障を来し

ている箇所については、何か所かお聞きして

おります。その修繕につきましては、基本的

に個人負担となりますが、３名以上の農業者

で行うものであれば、町の土地改良事業補助

金を使い修繕することが可能です。令和７年

度に行われた土地改良事業につきましても、

地区の推進協議会が中心となり、この町の補

助金を使って事業を実施していただいている

ところでございます。また、そのほかに国の

事業メニューや県の事業メニューなどもござ
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います。ぜひ農林振興課にご相談いただけれ

ばと考えております。 

   また、令和８年度に西村山地区全体の土地

改良区と市町村などの関係者が連携して、将

来にわたり地域の農業水利施設などを適切に

保全していくための連携管理保全計画、通称

水土里ビジョンを策定することとしておりま

す。その計画に基づき、令和９年度から新た

な水利施設管理強化事業に取り組んでまいり

たいと考えております。 

   次に、オールかほくで応援する子育て支援

についてお答えいたします。 

   １点目の河北町独自の子育て支援策につい

て申し上げます。 

   各自治体では、地域の特性や住民のニーズ

に応じた独自の子育て支援を行っております。

町におきましては、河北町子育て基本条例に

より、子ども・子育て支援の基本理念を「子

どもが健やかに成長し安心して子育てができ

るまち」と掲げ、この基本理念の実現に近づ

けるため、第３期河北町子ども・子育て支援

事業計画では、これまでの取組を継続し、さ

らに発展させていくことを目指しています。 

   町の独自の主な支援策で申し上げますと、

経済的負担を軽減するという面では、河北町

かほく安心子育て応援事業として、出生時に

１人当たり10万円、小学校、中学校、高校入

学に１人当たり５万円を給付しております。

また、３歳以上の副食費の無償化、ゼロ歳か

ら２歳児の保育料の負担軽減、届出保育施設

等に入所する際の保育料と町で規定する認定

こども園の保育料の差額を助成する河北町届

出保育施設等すこやか保育事業費補助金、ま

た、高校生までの医療費の無償化では、外来、

入院にかかわらず、入院時の食事代も含めて

全て無料とする支援を行っています。 

   また、小中学校給食費の完全無償化、さら

には、県大会・東北大会・全国大会へ出場し

た場合の小中文化大会参加費用及び中体連主

催大会の参加費用全額支援や、県立谷地高等

学校への支援として、楽弁支援事業、１年生

に３万円、２年生・３年生にそれぞれ１万円

の就学応援券給付事業などの支援を行ってお

ります。 

   健康面での支援といたしましては、妊婦に

ついてはパパママスクール、乳幼児について

は、すこやか育児相談、はじめての離乳食教

室、新生児聴覚検査費用助成、歯科健診事業

として２歳児歯科健診、幼児歯科健診、フッ

素塗布事業、おたふく風邪、子供インフルエ

ンザに対する任意予防接種費用を助成するな

ど、国で定める法定健診のほか町独自で健診

や助成を行い、子供たちが健やかに成長でき

るよう支援しているところでございます。 

   教育面での支援としては、小学校へのスク

ールカウンセラーの配置、教育相談員の配置、

学習・生活指導補助員等の配置などを行って

おります。 

   町では、令和６年10月、「かほくっこ」こ

どもみらい応援宣言を行い、子供たちが将来

にわたって幸せな生活ができる社会実現のた

め、「かほくっこ」の未来を町全体で応援す

るまちづくりを進めることといたしておりま

す。 

   令和６年度に設置いたしましたこども家庭

センターでは、安心して妊娠・出産・子育て

ができるよう、保健婦や助産婦などの母子保

健コーディネーターが妊産婦、乳幼児とその

保護者からの様々な相談を受け、一人一人に

寄り添いながら、状況に応じて保健指導、必

要な情報・サービスの提供を切れ目なく行っ

ております。 

   また、来年度から新たに取り組むプレコン

セプションケア事業では、若いうちから正し

い知識を持ち、健康的な生活習慣を身につけ

ることで、自分の将来の健康や子供を望む方
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には健やかな妊娠、出産につなげていただき、

さらに未来の子供の健康につながっていく取

組を行ってまいります。 

   ２点目のゼロ歳から５歳までの保育料無償

化と副食費の無償化について申し上げます。 

   ３歳からの保育料については、ゼロ歳から

５歳までということでございますが、まず、

３歳からの保育料については、基本的に既に

無償化となっております。また、本来３歳以

上の副食費については保護者の実費負担と位

置づけられておりますが、町では、令和６年

度から、基本的にこの副食費を無償とする支

援をしております。したがいまして、３歳か

らの保育料の無償化、そして副食費の無償化

ともに本町では既に実施しております。 

   また、ゼロ歳から２歳児までの保育料はど

うなのかということになります。 

   まず、保育料につきましては、ここは３歳

以上と違いまして、副食費は保育料に含まれ

ています。別々ではありません。そういう中

で、保育料については、先ほど言いましたけ

れども、副食費も含んだ保育料については、

現在、国・県の無償化の対象となっていない

所得階層、順次段階的に無償化を進めていく

ということで、県と協調しながら町も進めて

おりますけれども、河北町では、令和６年度

から段階的にこの負担軽減を図っている中で、

県の負担軽減よりも先んじて、軽減を前倒し

で進めております。令和８年度からは、さら

にこの支援の拡充を図ってまいります。 

   具体的に申し上げますと、国・県の無償化

の対象となっていない階層、そこも全て含ん

で全部の階層を、所得階層において、第１子

については保育料を半額に、第２子について

は保育料を無料とするため、本定例会に予算

を上程しているところでございます。当然、

この保育料の支援拡充については、ゼロ歳か

ら２歳児の副食費も含まれているということ

でご理解いただければというふうに思います。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） まず最初に、農業政策

についてちょっと再質問させていただきます。 

   今日、農業委員会の会長さん、後藤さん、

会長もいらっしゃることなので、またそちら

に最初お伺いしたいと思います。 

   地域計画、今回２月３日に行われたわけで

すけれども、そのときに座長をしていただい

たのが農業委員会の後藤会長でありました。

副座長になっていらっしゃる方々も農業委員

会の方々で、この農業委員会というのは、昔

は選挙を行っていたときもありますが、今は

地区の推薦を受けて任命されるということで

すが、その農業委員の成り手というのは、現

在どういう状況でしょうか。成り手がいない

とか、そういう問題は出ているのかいないか

というのをまず、政策を進める上で、お伺い

したい。 

○丹野貞子議長 「後藤農業委員会会長」 

○後藤慶治農業委員会会長 お答え申し上げます。 

   昨年の11月に改選がありました。女性農業

委員ということで、ある程度枠をはめられま

して、地区から１名ないしを選考してくれと

いうことがあって、何とかお願いして。これ

農業団体どこもなんです、農協もそう、改良

区もそう、１名出してくださいと、地区から。

それで出していくと、なかなか、最低でも農

業のことが少し分かる女性のその役を担って

くださる方というのがなかなかいないのが現

状です。 

   その中で、溝延地区の例を申し上げますと、

最初、第１候補者、改良区の理事になるから

無理だと。第２候補者、農協の何か、理事で

はないんだけれども、何か別な委員をやって
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いるから無理だと。４番目の方が今現在、女

性農業委員として、溝延のほうで、河北町全

体なんですけれども、選考させていただいた

方がいるというのが現実です。 

   あと、これは各地区、昔の選挙制度でいく

と、全国区でありながら小選挙区であると。

昔の溝延地区から大体何人、谷地地区から何

人という割当てがありまして、あくまでも実

行組合連絡協議会のほうで選考しているとい

う経緯がありまして、そのときの実行組合長

さんの力量によって、農業政策に精通された

方、あるいは、農業は分かるけれども政策ま

では分からない方というのが選考されている

というのが現実でございます。なかなか難し

いです。 

○丹野貞子議長 「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） 成り手がまだいるとい

うことで、あと女性の参加も見込めるという

ことなので、こういう話合いの場にはやっぱ

り必要かなと私も感じたところでした。 

   では、地域計画の区域の状況、この資料、

地域計画の資料の中で、10ページに載ってい

たところの１番目のことについて、ちょっと

お伺いしたいと思います。 

   規模縮小のなどの意向のある農地の面積が

139ヘクタール。今後農業を担う者が引き受け

る意向のある農地面積の合計が103ヘクター

ル。引受手がいない農地が36ヘクタール、こ

れで出てくることになります。さらに、この

下の段には、70歳以上の農業者の農地面積の

合計が731ヘクタールで、このうち後継者が不

在の農業者の農地の面積の合計というのが

301ヘクタールあります。 

   引受手がいない農地と後継者不在の農地が

336ヘクタールと、結構膨大な土地になるわけ

なんですけれども、面積になるわけなんです

けれども、これの解決方法というのが、この

間、私、ホームページ等で農業委員会の議事

録を確認したら、こういう農地に関しては、

農業委員会の委員の方がいろいろ地域を回っ

て動いていただいて、この農地は耕作者がい

なくなりますよ、次、誰引き受けますかとい

うのを、親身になって相談に乗って解決はし

ているようです。 

   あとまた、もともとの農地の所有者が今ま

で貸していた農地なんですが、今度、自分が

定年になる、会社を辞めるとか、そういった

理由で今度農家をしようかなというので、新

たに自分の農地を戻してもらって、また農業

を始めるという方も中にはいるようなので、

こういう使われている農地というのは引き受

けやすいのかなと思っております。 

   そこでなんですけれども、この336ヘクター

ルある中の、農業委員会で感じている、この

面積に対応する、対応している進め方という

のはどういうものがあるのか、ちょっとお伺

いいたします。 

○丹野貞子議長 「後藤農業委員会会長」 

○後藤慶治農業委員会会長 お答えいたします。 

   細かい数字までちょっと把握しておりませ

んけれども、まず１つ、先ほど増川議員のほ

うが70歳以上の農家というあれがありまして、

中間管理事業の調整関係に、地区は申しませ

んけれども、ある地区でかなりの農地、中間

管理事業で動いております。その中で、引受

手が80歳以上と。なおかつ、息子さんという

か後継者が日中は勤めていらっしゃって、日

曜程度はトラクター程度乗る農家の方に、ヘ

クタール規模で、中間管理事業で集積させて

いるというのが現状でございます。 

   何でそうなるのかというと、やっぱり農家

というのは死ぬまで仕事をしたいという欲は

あるわけで、それを、あなた80歳超えたから

あなたには集積させられないということも、

なかなか、隣のお父さんに言うわけだから、

なかなか言いづらいという点が一つありまし
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て、それが積もり積もって300ヘクタール。 

   あと、畑の部分があります。水田の場合は

ある程度機械化が進んでおり、大規模農家だ

けでなく小規模農家に関しても何とか営農続

けているんですけれども、畑に関しては、や

っぱりいかんせん、河北町の場合は特に１筆

ごとの面積が狭いせいもありまして、なかな

かそれが受け手がいないと。立木の場合、特

に、３年ぐらい管理しないと、もう倒して伐

根したほうがいいと。かといって、所有権の

問題がありまして、なかなかその辺が問題が

多いと。 

   それから、西里から北谷地の山道、岩木地

区のほうのいわゆる山際に関して、田んぼに

関しても基盤整備がなっていないと、あるい

は、山手のほう、なかなか耕作引き受ける人

がいないという点で、その積み上がった300

ヘクタール強が出ているわけです。これは、

これからも多分、引受手のいない農地に関し

ては、あまりよくないことなんだけれども、

増えていくのではないかと。 

   １つ、今、農業委員会のほうで考えている

のが、山手のほうに関しては、所有者の意向

があれば、非農地証明を周りとの環境を考え

ながら進めていかなければならないなという

ような考えでおります。 

   また、平場の畑地、樹園地に関しても、溝

延の場合を例に取りますと、かつて令和２年

の水害以前、サクランボ地帯でした。それが

令和２年の水害以降、昨年の８月のパトロー

ル調査のときに、大体概算で６ヘクタールほ

どサクランボがなくなり、切り株がそのまま

残っていたり、あるいはそのまま放置された

りしたところが大体６ヘクタールほどありま

す。これも１反歩あれば大きい農地であって、

これを何とか耕作放棄地にしないように、畑

作組合的なものを、個人でどうこうじゃなく、

そういったもの、今、国のそういう補助事業

が進んでおりますので、そういったことも含

めながら、何とか畑作で農地を維持管理でき

るような体制をつくりたいなと思っておりま

すけれども、とにかく山手のほうに関しては

非農地化というのも一つ進めていかなければ

ならないと思っております。 

   田んぼに関しては、そもそも問題意識を持

っておりません。 

○丹野貞子議長 「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） 田んぼに関しては、や

っぱり大型機械で作業できる、あと少人数で

もできるということで、引受手が多い、大農

家になりやすいというのはあります。 

   この地域計画の資料の備考、１番の備考に

書いてある遊休農地の面積は21.1ヘクタール

あります。これは、農業委員会がパトロール

して、毎年パトロールして、そのときに確認

している面積がこの面積になるかと思います

が、こういった面積が、やっぱり畑地化にな

っているところ、あと果樹園なんかはどんど

ん増えていく、遊休農地になるというのが出

てきております。 

   私たち議員、議会の懇談会で、さがえ西村

山農協の河北営農センター長とか支所長も交

えて役員さんたちと懇談したときの意見の中

にちょっとあったんですが、河北町で就農の

勉強をする方が来て、就農支援策があるもの

使って勉強していくわけなんですけれども、

河北町でせっかく勉強して、いざ就農を始め

ようかなというときに、河北町から離れて、

周りの近隣の市町村に行って就農を始めると

いうのが出てきているということで、なぜ研

修受入れがきちっとできているのにそこで就

農しないのかなというので、これ、就農して

いる町では、もう団地化、果樹の団地化を造

って、苗木を植えて、即、収穫して、収入が

１年目から得られるようにしている支援事業

があるので、研修は河北町で、就農はほかの
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市町村でというふうになっているのだと思う。 

   その中で、それを防ぐには、河北町の支援

として何か対策を立てないと、勉強だけして

もらって河北町に残ってもらえないというの

は、非常に河北町にとってはマイナス面が出

てくるのかなと思って。 

   こういうことに関して、後藤会長でも農林

課の佐藤課長でも、ですが、ご意見お願いし

ます。 

○丹野貞子議長 「佐藤農林振興課長」 

○佐藤晃一農林振興課長併農業委員会事務局長  

新規就農者につきましてご説明させていただ

きます。 

   その懇親会の中でそのようなお話があった

ということはお聞きしているところでござい

ますけれども、大多数の方は河北町に定住し

ていただいている。場合によっては、そうい

った町外に就農された方もいるということで

お聞きしているところでございます。 

   河北町としましても、新規就農者には町単

独の補助というようなことも考えておりまし

て、機械購入や、あとは農地につきましても、

新たな農地を耕作する場合、その耕作する土

地に対しまして整地する補助金等も準備して

いるところでございます。 

   また、先ほどお話のありました、１年目か

ら収穫できるようにするという場合、やはり、

農地を準備しましても、１年目まで収穫でき

るようにするまで育てる方が必要になってき

ます。そういった方がいるかいないか、農家

の方でその余裕がある方がいるかいないかに

よっても変わってくるのかなというふうに感

じているところでございます。 

○丹野貞子議長 「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） やはりせっかく河北町

で新規就農の勉強をしてもらっているので、

やっぱりそこは、町の支援はほかの市町村に

負けないように、人を河北町にとどめられる

ように、ぜひお願いしたいと思います。 

   続きまして、暗渠排水など基盤整備事業に

ついてお伺いいたします。 

   この地域計画の資料の３番目、11ページの

３番目なんですけれども、基盤整備事業への

取組については、必要に応じて基盤整備事業

について検討していくという、検討するとい

うだけの答えだけですが、この地域計画の中

でも、アンケート調査で、やっぱり協議した

い事項の中に内容を書いていただいた農家の

方がいます。やっぱりその中にも、こういう

耕作農地がもう何十年も前に基盤整備されて、

その後、借り受けたら、暗渠排水がもう壊れ

ていて、そこに田植機械がはまったり、あと

はトラクターがはまったりという問題が出て

きていて、優良農地とは言えない。でも、借

りたからにはそこをずっと耕作していくしか

ないという問題が出てきます。 

   そのときの基盤整備のやり方というのが、

町長の答弁の中では、やっぱり個人負担にな

るというのが載っていたんですけれども、そ

れを何とか補助事業でできるようなものとい

うのを考えているのかどうかについてお伺い

いたします。 

○丹野貞子議長 「佐藤農林振興課長」 

○佐藤晃一農林振興課長併農業委員会事務局長  

基盤整備事業につきましてのご説明をさせて

いただきます。 

   町長答弁にありましたとおり、基本的には

個人負担というような形になるかと思います。

しかしながら、河北町の土地改良事業補助金

につきましては、受益戸数３戸以上の共同施

工が可能であれば補助対象になるというよう

なこともありますし、また、県の事業につき

ましても、農業者２人以上が組んであれば補

助対象になる。または、例えば、畦畔を倒し

て圃場を拡大していくという事業をプラスし

た中で暗渠整備をしていくというふうなもの
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に対しても補助事業がありますので、まずは、

その場合場合によってそういったものが対象

になる場合がありますので、まずは、農業委

員会……、農林課のほうにご相談いただきま

して、よりよいやり方をその農業者の方と一

緒に探していきたいというふうに考えており

ます。 

○丹野貞子議長 「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） やっぱり私も農家して

いて、国の補助事業がどれくらいのメニュー

があるのか、県のがどれくらい、どういう時

期に出てきたのかというのも、調べてもなか

なか細かいところまではちょっと把握し切れ

ずに、やっぱり相談窓口が農林課の佐藤課長

のほうで行っていただけるということで、農

家の人から相談受けたときには、こういうふ

うに、町の農林課のほうで対応していただく

というふうな案内をしたいと思います。 

   では、次、質問事項のオールかほくで応援

する子育て支援についてお伺いいたします。 

   まず、町独自の政策、支援策というのは数

多くあるようで、ありがたいなとは思っては

いるのですが、やっぱり独自性というのは、

強みがあって、河北町がいいなというふうに、

若い夫婦、子育て世代は思うわけで、その支

援が充実しているなというのを感じ取れるの

が、最初は町のホームページなんかで検索し

て見るわけですよ。私もそこで見ていたとこ

ろ、この結婚・子育て応援カレンダーという

のがホームページに載っておりました。これ、

確かに見やすくて、どういう相談、どういう

支援がどの年代まで行っているかというのも

分かります。金銭的支援とか助成、預ける・

教育というのも、結婚の時期から大学、社会

人になるまでの支援策が一覧で載っていて、

分かりやすいものになっております。 

   この中で一番目につくのは、多分、若い人

たちは金銭的余裕が欲しいということで、金

銭的支援、助成の真ん中の水色の部分を見て

いくかと思うんですが、私ちょっと、私がそ

こを見ていたので、その辺についてお伺いし

ます。 

   ゼロ歳から５歳児までの保育料と副食費の

ことについて、町長から丁寧に答弁あって、

大分理解したのですが、その中で、町独自の

無償化、令和３年からスタートしたもの、あ

と令和６年からスタートしたもの、あと令和

７年。それで、令和８年からスタートするも

の、今、予算にかけられているというものも

あってなんですけれども、これだけでは町独

自の支援策というのはちょっと弱いのかなと

感じているところです。 

   今後、もし町で大々的に進める意向がある

のであれば、給食費の無償化など、そういう

のも保育料無償化に含めて、含めて行ってい

く策というのは考えられているのかどうかに

ついて伺います。 

○丹野貞子議長 ご答弁はどちらでしょうか。 

   「池田こどもみらい課長」 

○池田恵子こどもみらい課長 給食費の無償化と

いうことでありましたけれども、現在、全て

の３歳以上児に対して無償化としている副食

費につきましては、もともと国の制度におい

て副食費を徴収免除する対象者がいるため、

公定価格でその助成額が定められており、町

は公定価格を上限として副食費を支援してい

るというものがあります。 

   そのほかに主食費というのがあるかと思い

ますけれども、主食費については、国の制度

において徴収免除とする仕組みがないため、

副食費のような国での助成額の設定がないこ

とや、町内の各園においても主食費の集金額

に差があり、また、ご飯は家庭から持参する

こととしている園などもあり、各園で様々な

取扱いとなっている状況であります。 

   この主食費のほうについて一律に町で支援
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するには現状難しい状況ではあると思われま

すが、今後検討してまいりたいと思います。 

○丹野貞子議長 「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） この子育て支援の中に

は、やっぱり以前は町で独自で支援したもの、

支援していたものと、支援を続けているもの

とがあるんですが、その中に、やっぱり国が

支援策として追いついてきたもの、あと県か

らの支援策として追いついてきたものがあっ

て、私は、町独自性がだんだん薄くなってい

るのかなと思っているところです。 

   ４年前は、小学校、中学校の給食費が半額

助成でした。３年前になったら、そのとき、

その切り替わるちょっと前ぐらいに、森谷町

長と地区の皆さんと話をするときがあって、

そこで町長に給食費の無償化についてお伺い

したことがあったんです。やっぱり予算が絡

むものなので、その予算を取れなければこう

いう支援もできないんだというふうなもので、

はっきり小中学校の給食費無償化なんかはす

ぐできるものでもないというふうにお断りさ

れましたが、４月になったら、森谷町長は、

給食費完全無償化にして、小中学校の、とい

うふうにしていただいた記憶があります。 

   やっぱり、森谷町長は力があるのに、それ

を隠していてはまずいと思います。河北町の

独自性を出すには、森谷町長の力を存分に出

していただきたいと思いますので、町長のこ

れからの子育て支援について、どういうふう

に方向性を考えているのか、最後にお伺いい

たします。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 私も町長就任以来、いろいろな

各世代の課題、地域の課題ありますけれども、

やっぱり人口減少の状況、とりわけ少子化、

やっぱりそこを何とか食い止めたい。そこを

起点として、様々な施策、優先順位をつけな

がらも取り組んでまいりました。それが先ほ

ど申し上げました子育て支援の充実でありま

す。 

   そういう中で、基本的に、子育て支援とい

うことを考えた場合に、１つは経済的な支援

がございます。あとは、いろいろ相談に乗っ

たり健診事業をやったり、子育てに対する、

何といいますか、経済的な支援じゃなくて、

子育て者に対して、子供に対して、寄り添っ

たサービス。あともう一つは、子育てする環

境。この３つが子育て支援の中身だと思って

います。 

   そういう中で、経済的支援につきましては、

これは基本的に国で考えてもらわなきゃなら

ん。そう思っております。それは私の根っこ

にある、国と県、市町村の役割分担でありま

す。 

   河北町は、各地域ごとに、町は何ができる

かといった場合に、子供たちが育つ環境、様々

です。東京と山形では違います。山形の中で

も山形市と河北町で違います。そういう中で、

河北町として一番住民に合った子育て支援は

何かということを問い詰めれば、一番大きい

のは施設に合った環境づくり、ここが一丁目

一番地だと思います。 

   次いで、健診であるとか子育ての悩み相談

だとか。悩み相談というのは広くできますよ

ね、東京にいたって相談できます。でも、や

っぱり地域の寄り添った相談、支援。やっぱ

りそこが２番目。 

   最終的に、最もここが、子育て世代にとっ

ては現状としては一番切実な問題が経済的支

援です。この経済的支援は、税収がいっぱい

あるからとか税収が少ないからとか、先ほど

も言いましたように、国も県も町も予算がな

ければ支援はできません。常に予算は伴いま

す。そういう中で、どこに優先して予算を配

分していくかという問題になります。 

   本来的にいえば、先ほど言ったように、子
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育ての環境、地域に合った環境を公的にどう

準備していくか。その上で相談にどう寄り添

っていくか。でも、現実的に経済的支援が、

これも国のほうで、県のほうで、るる検討し

ながら、まずは３歳以上のところの無償化で

あるとか、あるいはゼロ歳から２歳児のとこ

ろは、県のほうでもそこに踏み込んで、国で

は手を出していないけれども、県でも市町村

に応援しましょうと。そこに対して、でも、

県も不十分です。経済的支援は、全国一律の

支援は、まだできていません。一番、当面、

各市町村、全国の自治体から要請のあった学

校給食費の無償化。ここは岩盤のように、国

の考え方も、基本的に学校給食は各市町村の

教育の中で進められている学校給食法の中で

の立てつけで進めるべきものだと、自治体に

よっても差がいろいろあるということで、財

源の確保も大きな問題だったと思いますけれ

ども、やっぱり根っこにそういう問題があっ

て、昨日、今回、ようやくその岩盤に手が入

ろうとしています。国が学校給食費無償化に、

小学校だけですけれども、小学校に入ろうと

しています。でも、各市町村の実態はまちま

ちです。 

   やっぱりそこです。究極的には、経済的支

援は、税収が豊かな、財政が豊かな自治体と

厳しい自治体とで、基本的にこの子育て、と

りわけ義務教育は、憲法にも定められた国民

の義務です。やっぱりそこについては、国に、

基本的には国にしっかりやっていただければ

というように思っています。 

   ただ、さはさりとて、すぐ国もできないし、

県もなかなか、全県的に考えたとき、そこに

一歩踏み込めないという実態があります。し

たがいまして、先取りしてやってまいりまし

た。 

   基本的には、経済的負担の軽減については、

今後とも可能な限り、どういった町として支

援ができるか。国・県が本来進めていただき

たいけれども、足りない経済支援、河北町と

して必要な支援がどういうものがあるか。こ

れはしっかり検討してまいります。 

   ただ、基本的には、子育てしやすい環境づ

くり、町として一番自治体としての務めがあ

る子育て領域、そこをベースに取り組んでい

きたいというふうに思っております。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「４番増川憲一議員」 

○４番（増川憲一議員） 町長、答弁ありがとう

ございます。 

   私もやっぱり国の支援、県の支援はあって

当然だと思いますが、やっぱりそれよりも先

駆けて河北町が今まで行ってきたことがある

実績があるので、それを今後も期待していき

たいと思っております。今後とも子育て支援

策、どうぞよろしくお願いします。 

   これで一般質問終わります。 

○丹野貞子議長 以上で４番増川憲一議員の一般

質問を終わります。 

   ここで11時10分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１０時５７分 

     再 開  午前１１時１０分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   次に、６番木村章一議員の一般質問を行い

ます。 

   「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 一般質問を行います。 

   質問１は、子育て支援として、放課後児童

クラブの保護者負担を軽減すべきであるとい

うことについてであります。財源の一部に、

国の学校給食費の無償化支援による余裕財源

などを活用できるのではないかという提案で

あります。 

   要旨１は、河北町では先駆的に、小中学校

の給食費を無償化しておりますが、ようやく

国でも新年度から小学校給食費の無償化のた
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め、１人当たり毎月5,200円が支給されるとの

ことですが、町の認識はいかがでしょうか。 

   要旨の２であります。子育て支援として、

放課後児童クラブの保護者負担軽減に取り組

むべきではないでしょうか。その財源の一部

として、国の学校給食無償化支援により余裕

ができる財源をぜひとも子育て支援のために

活用すべきではないかということについて、

見解を伺います。 

   次は、質問の２であります。 

   令和７年度に改良が進められている防災行

政無線の放送の性能向上に加えて、クマ出没

情報や熱中症対策情報などの素早く確実な伝

達など、放送に加えて、防災ラジオの防災性

能向上と、大多数の世帯や事業所への防災ラジ

オ配布にも取り組むべきではないでしょうか。 

   質問要旨の１であります。実施されている

防災行政無線放送の改良事業は、聞き取りや

すくなり、同時にスマホなどにも放送と同じ

防災情報を提供されるようであります。しか

し、放送は、住宅の高気密化と、情報が切実

に求められているそのときに悪天候で聞き取

りにくいなどの状況を全面的には克服しにく

いのではないでしょうか。また、スマホなど

への情報提供は、適宜・効果的に受け取れる

町民は限定されるのではないかということに

ついてであります。 

   要旨の２であります。住宅地へのクマ出没

情報、熱中症対策に適切なタイミングの予防

情報、大雪、大雨、大水、地震、火災関連情

報などの伝達に、防災行政無線の放送に加え

て、より確実に情報が届くように、防災ラジ

オの仕組みも更新すべきではないでしょうか。 

   要旨の３であります。総務産業常任委員会

の視察調査の成果として報告しておりますけ

れども、280メガヘルツ帯を使った防災ラジオ

システムは、河北町の現在の防災ラジオのシ

ステムでは考えられないほど、情報伝達能力

が優れておりました。そのシステムでは、担

当者が打ち込むテキストデータを歯切れよく

聞き取りやすく音声で発信し、ラジオの受信

音量は２段階設定で、直前の受信内容を何回

でも聞き直しができるなど、使い勝手がよい

システムであります。町としては、この総務

産業常任委員会の報告をどのように認識して

いるでしょうか。 

   要旨の４であります。280メガヘルツ帯を使

った防災ラジオシステムは、防災行政無線の

放送の聞き取りにくいなどの弱点をとてもよ

く補えます。まだ使える国の支援制度を活用

して、防災ラジオシステムを更新し、また、

大多数の世帯や事業所へ防災ラジオを配布し

てはいかがでしょうか。 

   以上、町長の答弁を求めます。 

○丹野貞子議長 ６番木村章一議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ６番木村章一議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、子育て支援として、放課後児童ク

ラブへの保護者負担を軽減すべきではないか。

財源の一部に、国の学校給食費の無償化支援

による財源などを活用してはどうかについて

お答えいたします。 

   １点目、河北町では先駆的に、小中学校の

給食費を無償化しているが、国でも新年度か

ら小学校給食の無償化のため、１人当たり毎

月5,200円が支給されることについて申し上

げます。 

   学校給食費の抜本的な負担軽減、国で言っ

ております、いわゆる給食の無償化につきま

しては、保護者負担となっている学校給食費

の負担軽減を通した子育て支援に取り組む自

治体への支援として実施されるものでござい

ます。支援額は、給食を実施する公立の小学

校における毎年５月１日現在の在校児童数に、
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完全給食の基準額としている5,200円と11か

月を乗じた額となります。これを国が２分の

１、都道府県が２分の１を負担するというス

キームでありまして、国・県の負担合わせて

県を通して交付金として町に配分されるもの

であります。 

   本町のように完全給食の場合、児童１人当

たりの月額は5,200円、年額で５万7,200円と

なります。したがいまして、町への給付総額

は、令和８年度の在校児童数、具体的には５

月１日になるわけですけれども、現時点での

見込みという前提で受け止めていただければ

と思います。682名と現時点で見込んでおりま

して、これに基準額の5,200円、そして11か月、

これを乗じた算定ということで、この算定根

拠によれば、全体で約3,900万円。これが県か

ら町のほうに支援額として交付されるという

見通しに立っております。 

   一方、本町の小学校の給食費でございます

が、児童数682名とまず仮置きいたしまして、

単価、本町では356円、そして年間の給食数は

185回提供しております。この算定根拠によれ

ば、町においては、年間総額、小学生分で約

4,490万円となります。長引く食材料費の高騰

の影響が続いております。そういう中で給食

の質や量を維持するため、令和５年度から毎

年単価を上げ、令和７年10月からは、直近で

は令和７年の10月から、小学校では349円から

356円と引き上げて実施しております。今後と

も、できるだけ決められた給食費単価の中で

工夫をしながらでございますけれども、必要

な質と量、これを確保して給食を提供してま

いります。 

   また、国・県の支援額が、先ほども申し上

げましたけれども、基準額ということでござ

いまして、本町で設定する給食費よりも低い

ということになりますが、この支援額を超過

する金額、これについては町が全額負担して、

引き続き、児童生徒にとっては、保護者にと

っては全額無償化、これを継続して、子育て

支援の充実を図っていきたいというふうに考

えております。 

   次に、２点目、子育て支援として、放課後

児童クラブの父母負担軽減に取り組むべきで

はないか。その財源の一部として、同様に、

国の学校給食無償化支援による財源を活用す

べきではないか。この点について申し上げま

す。 

   放課後児童クラブにつきましては、児童福

祉法第６条の３第２項さらには放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準に基

づき実施しているものでございます。近年に

おける女性の就業割合の高まり、核家族の進

行など、児童と家庭を取り巻く環境の変化を

踏まえ、放課後や週末などに児童が安心して

生活できる居場所を確保するとともに、次代

を担う児童の健全な育成を支援することを目

的に行われているものでございます。 

   この放課後児童健全育成事業は、児童福祉

法に基づき、保護者が就労などにより昼間家

庭にいない小学校に就学している児童に対し、

授業の終了後などに、適切な遊び、生活の場

を確保し、その健全な育成を図るものでござ

います。実施主体は市町村となっております

が、市町村が適切と認めた者に委託などを行

うことができるものでございます。町では、

谷地中部小学校区にあるちびっこ放課後学童

クラブ、谷地南部小学校区にあるさくらクラ

ブ、溝延小学校区にある溝延さくらクラブ、

西里小学校区にあるちびっこ西里放課後学童

クラブ、この４つの放課後児童クラブに運営

を委託し、この放課後児童健全育成事業を行

っております。 

   放課後や学校休業日の生活は、子供の成

長・発達に欠かせない大切な時間であり、子

供たちが豊かな時間を過ごせるよう、または、
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放課後児童クラブの存在は、働く保護者にと

りましても大きな安心と支えにつながる取組

だと捉えております。 

   放課後児童クラブの利用料に対する支援策

は、県の補助制度を活用した放課後児童クラ

ブ利用補助事業で、低所得世帯及び多子世帯

に対する利用料の補助を行っております。対

象となるのは、要保護・準要保護世帯のほか

所得の制限はございますが、２人以上利用し

ている世帯であり、低所得世帯に対しまして

は月額7,000円、多子世帯に対しましては月額

5,000円、県と町がそれぞれ２分の１ずつ負担

して補助しているものでございます。 

   現段階において、県の補助制度を活用した

放課後児童クラブ利用料補助事業以外の支援

策はございませんが、要件の緩和あるいは補

助額の見直しなど、さらなる保護者の負担軽

減について県に要望してまいります。 

   次に、改良が進められている防災行政無線

の放送の性能向上に加えて、クマ出没情報や

熱中症対策情報などの素早く確実な伝達など、

防災ラジオの防災性能向上と、大多数の世帯、

事業所への防災ラジオ配布にも取り組むべき

ではないかについてお答えいたします。 

   １点目の実施されている防災行政無線更新

工事により、放送の聞き取りにくさを全面的

に解消することは困難ではないのか。また、

スマートフォンなどへの情報提供は受け取れ

る町民が限定されるのではないか。この点に

ついて申し上げます。 

   今年度実施しております防災行政無線更新

工事につきましては、既存の設備を最大限活

用し、コストや施工条件、工事期間中の運用

を考慮するとともに、これまで課題とされて

いた、聞こえない、聞き取りにくい、こうい

った現状を少しでも軽減するため、屋外拡声

子局を４か所増設し、また高性能スピーカー

などへの改修、あわせて、防災行政無線を補

完するため、現在、町の公式ＬＩＮＥやホー

ムページ、防災行政無線の聞き逃し用として

のテレフォンサービスと連携した一斉同報シ

ステムの導入といった更新工事となっており

ます。現在、新たな防災行政無線のシステム

に切替え運用を行いながら、工事完成に向け

て、最終的な設備機器などの点検確認を進め

ております。 

   議員ご指摘のとおり、近年の住宅の高気

密・高断熱化に加え、大雨、強風など気象状

況により、防災行政無線が聞こえない、聞き

取りにくいといった課題については、このた

びの更新工事により改善が見込まれますが、

全て解消されるものではございません。防災

行政無線は、広く、同時に、一斉に情報を周

知するという意味で極めて重要な防災インフ

ラでございますが、物理的な音響特性、そし

て気象条件や住環境に左右されるという限界

がございます。そのため、これらを補完する

大きな方向性として、個人所有の端末を防災

ツールとして活用することが、確実かつ効率

的な情報伝達手段として非常に有効であると

考えております。今後とも、災害情報をより

確実に伝達できるよう、町の公式ＬＩＮＥへ

の登録の促進など、周知に努めてまいります。 

   なお、ご指摘の、現時点においてスマート

フォン等による情報提供については、端末の

所持が前提と当然なります。したがいまして、

情報を受け取れる住民が限定されるという課

題があることは事実であります。そのため、

地域における声がけなど、コミュニティによ

る情報伝達を組み合わせ、特に高齢者が課題

となると思いますので、コミュニティによる

情報伝達を組み合わせ、情報が届かない世帯

をゼロにするための支援体制を地域と共に構

築していくことも重要であると考えておりま

す。 

   また、町の対応として、防災行政無線、ホ
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ームページ、公式ＬＩＮＥなど、職員がそれ

ぞれ手分けして対応し、その後に広報車での

広報を行ってきたところでございます。今回

の更新工事に合わせて、一斉に送信できるシ

ステムを整備しております。これにより、防

災行政無線などの対応を１人で行い、それ以

外の職員が早く広報車での広報ができるよう

になってまいりますので、それらも併せなが

ら、町民への情報提供に努めてまいります。 

   ２点目の災害関連情報などの伝達に、防災

行政無線の放送に加えて、より確実に情報が

届くよう、防災ラジオも更新すべきではない

かについて申し上げます。 

   防災ラジオは、情報伝達の多様化を目的と

して、緊急時に自動で起動し災害に関する放

送を行うため、令和２年度から整備を進めて

きております。防災ラジオの貸出しの対象者

は、浸水想定区域及び土砂災害警戒区域にお

いて水平避難が必要な地区に居住し、世帯員

全てが75歳以上の世帯、各地区の代表者、要

配慮者利用施設などに貸出しを行っておりま

す。緊急放送については、災害時における放

送要請に関する協定書に基づき、災害が発生

する、もしくは発生するおそれがある場合に

緊急放送の要請ができるものとなっておりま

す。 

   災害関連情報など確実な情報が届くよう防

災ラジオも更新すべきという点でございます

が、現在の防災ラジオは、災害リスクの高い

地域にお住まいの方々の逃げ遅れを防ぐこと

を主な目的に導入したものでございます。通

信網が途絶した際の代替手段としても有効な

ものであると考えております。 

   今後とも、防災ラジオを有効に活用しつつ、

より確実な情報伝達を実現するため、スマー

トフォンなどの個人端末を含め、様々な情報

伝達手段を組み合わせながら、情報提供を推

進、改善してまいります。 

   ３点目の総務産業常任委員会の視察調査の

結果として報告されている280メガヘルツ帯

を使った防災ラジオシステムについて、町と

しての認識という点でございます。 

   280メガヘルツ帯を活用した防災行政無線

は、かつてのポケベルで使用されていた電波

帯域を利用したシステムでございます。この

電波は、建物内への浸透力が非常に強く、屋

内においても安定して受信できる特性がござ

います。戸別受信による情報伝達に特化した

設備であると認識しております。しかしなが

ら、戸別受信機は、機器が設置されている場

所が限定して情報が伝達される点、音声のみ

の一方通行の伝達であること、スマートフォ

ンアプリのような双方向通信による安否確認

といった機能の拡張、広がりです、機能の広

がりが見込めないという課題がございます。

加えて、導入に当たりましては、基地局、こ

れは送信局になりますけれども、その整備に

伴う多額の建設投資、さらには継続的な維持

経費が必要となることも大きな課題であると

捉えております。 

   ４点目の国の支援制度を活用して、新たな

防災ラジオに対応した防災行政無線システム

を構築して、防災ラジオを配布してはどうか。

この点について申し上げます。 

   今年度、多額の経費を投じて防災行政無線

の更新工事を現在鋭意進めております。さら

なる情報伝達の強化につきましては、まずは

本体工事完了後の運用状況をよく検証し、課

題を精査した上で検討していく必要があると

認識しております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   議長から申し上げます。 

   ６番木村章一議員の一般質問の途中ですが、

ここで昼食のため午後１時まで休憩とします。 

     休 憩  午前１１時３４分 
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     再 開  午後 １時００分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   一般質問を続けます。 

   再質問に入ります。 

   「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 再質問いたします。 

   放課後児童クラブの保護者負担に対しての

支援についての質問でありますけれども、近

隣自治体でその保護者負担にどんな支援をし

ているかについて把握していれば説明をして

いただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「宇野学校教育課長」 

○宇野勝学校教育課長 正確には今のところ把握

しておりませんが、やはり県の制度を活用し

て、こういった同じような補助をしていると

いう認識でございます。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 各自治体でいろいろと

取組をしているようなんですが、よく把握さ

れていないということですね。分かりました。

あまり関心がないということでしょうか。分

かりました。 

   この給食費分の国・県の子育て支援での、

今まで河北町で取り組んでいた分が、その分、

子育て支援分としては余力ができるといいま

すか、ということでありますが、それを町と

してはどんなふうに活用しようとしているか、

子育て支援に、さらに別な分野にですね、こ

う、するのか、それとも別な部分に使おうと

しているのか、どんなふうになっているかお

聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 学校給食に対する今回の国・県

相まった支援、それによって、これまでは全

くの一般財源で、あるいはふるさと基金のほ

うで、言わば町にとってみれば一般財源の中

で充当、子育て支援ということで優先的課題

として導入したわけですけれども、国及び県

からの交付金という形で入ってくると。その

分、一般財源あるいはふるさと基金からの充

当が減るということは、当然ながらでありま

す。じゃあそのお金をどう配分していくのか

ということであります。つまり一般財源に余

裕ができるということです。あと、１つは、

ふるさと基金の回す余地が、いろいろな分野

に回せるようになるということです。 

   一般財源とふるさと基金、それぞれ、一般

財源は全く色がついていない、自由に使える

お金、ふるさと基金については、一定の条例

上の寄附者側の意向のあるところへの充当と、

これが基本でございますので、子育てに限定

されるというものではないと。町政全体の中

で、優先順位の高いところから、より効果の

高いところから、その財源を有効に充当して

いくというのが基本だと思っております。 

   一般財源、今まで、ふるさと基金、厳しい

財政状況の中でそこに優先的に充当してきた。

そこが軽くなるという点については大変あり

がたいし、これまでの国に対する要請、学校

給食法の壁が厚かったんですけれども、そこ

は大きな前進であります。町としては、基本

的には、町政全般の中で重点とすべき事項が

何かということをしっかり優先順を見ながら、

緊急性、重要性、そこに対して充当を考えて

いきたいと思っています。 

   なお、今回、学校給食がこういう形になっ

たから、国の無償化という動きが進んできた

からといって、子育ての意義が薄まるもので

も何でもない。やっぱり町としては重要な子

育て、教育も含めて、いかに小さい子供たち、

将来の子供たちに、しっかり町の施策を投入

していくかということは大きな課題だと思っ

ております。ただし、子育てに限られるわけ

でもないですけれども、やはりこれまでもそ

うですし、町としての子育てに対する姿勢は、

現状の少子化が残念ながらますます歯止めが
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かからない、少子化が進んでいる、そういう

状況からすれば、優先度は増していくのかな

と、増しているなということは認識しており

ます。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 分かりました。この財

源が3,900万円ほどということで説明を受け

ましたが、その分は、私は、子育て支援に、

もう大決断をして、積み込んでいた分ですか

ら、それをまた別な分野の子育て支援にぜひ

とも投入していって、子育て世代をぐっと応

援するということをさらに充実させていくと

いう意味で、例えばということで放課後児童

クラブの保護者負担金などを、なかなかこれ

も重いものですから、これを応援していくと

かそういうふうなことでどうだろうかという

ような提案でありましたが、町長の説明では、

全体の一般会計の中で利用していくというこ

とで、子育て支援をその分さらに充実すると

いうことではないというふうな説明でありま

した。大変残念であります。せっかく国が一

歩子育て支援に踏み込んだので、その分を、

河北町、さらに子育て支援にぜひとも充実さ

せていくというようなことにしていただけれ

ばと思ったんですが、そうではないというこ

とが分かりました。 

○丹野貞子議長 町長。町長、いいですか。はい、

「町長」どうぞ。 

○森谷俊雄町長 正しく今受け取っていただけな

いというふうに思いましたので、もう１回申

し上げます。 

   あくまでも、今回の国のいわゆる無償化で、

町の一般財源あるいはふるさと基金、これが

いろいろな分野に充当されるということはで

きるようになります。事実です。財源として

の性質上、当然、町全体の予算の中で最も最

優先すべき、例えば財調を取り崩しても何を

やらなきゃならない、あるいは、ふるさと基

金の中でも、条例で幾つかの使途項目がある

中で何に優先しなければならない。優先順位

というのは、重要性もありますし緊急度もあ

ります。先ほど申し上げました。 

   したがいまして、子育て専門の財源にそれ

を使うのかということについては、それは町

全体の予算の中で検討していきます。そのこ

とを申し上げた上で、今の少子化の加速具合、

ますます出生数は減っています。したがいま

して、これまで、国の支援、県の支援がない

中でも、様々な子育て支援をしてきました。

その重要性は、これからも現時点でも変わら

ない。そういう認識であるということを申し

上げました。それを踏まえて、踏まえた質疑

として受け止めていただければというふうに

思います。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 私も町長がおっしゃっ

ている意味はよく捉えた上で、子育て支援に

いろいろと、ほかの質疑等でも子育てのこと

について議論ありましたが、その中でもいろ

いろな制度、ほかにも先駆けているものもあ

るし、そういうのあるというふうな中で、そ

れと加えて給食無償化も河北町やっていたと。

それについて国が一歩踏み込んで、財源を国

と県が補塡するというふうになったので、そ

の分については、さらに子育て支援にもう一

歩踏み込んでいくと。例えば放課後児童クラ

ブの保護者負担を支援するとか、そういう形

でどうだという提案したわけですが、そうで

はないということで、それで、さらにその財

源どうかとお聞きしたわけですから、それが

どこか見えて、今回この部分に子育て支援に

増やしたとかいうのがあったら、そうかなと

いうふうにも思えるんですが、そういうんじ

ゃなくて、全体の子育て支援のバックアップ

に回るというようなことだというふうに受け



 - 175 -

止めたわけです。 

○丹野貞子議長 町長手を挙げていますけれども、

よろしいですか。 

○６番（木村章一議員） はい。 

○丹野貞子議長 じゃあどうぞ。 

○森谷俊雄町長 それで、今年度は、先ほど言い

ました額が入る見通しです。じゃあその何に

するかと。貯金にため込むことも可能です。

取崩し額を減らすことも可能です。先ほど言

いましたように、来年度に向けてはというこ

とでございますけれども、最優先したのは、

先ほどの増川議員のご質問にも答えましたけ

れども、ゼロ歳から２歳児の保育の無償化、

ここに対して、国も県もまだまだゼロ歳から

２歳のところは途上です。所得階層によって

補助が入っていない部分も非常に広いです。

そういう中で、もう今は共稼ぎがほとんどで

す。ゼロ歳から２歳児のところに保育需要も

非常に大きいです。多いです。したがいまし

て、来年度予算に向けて最重点はということ

でいえば、全所得階層にゼロ歳から２歳児の

所得制限を外して保育料を軽減すると。その

中には副食費も含まれているという判断であ

ります。 

   そういった議論を毎年毎年精査して、総合

的な子育ての支援の在り方、さらには、別な

分野での重点項目があるか、しっかり議論し

ていきます。議員からの、そういった意味で

も、ご指摘として、そこは重要なご指摘とし

て受け止めさせていただいた上で、それは毎

年毎年の予算の中でご議論させていただき、

町民の皆様からのニーズも聞いていく。それ

が我々の仕事だと思っています。 

   子育て支援はいろいろあります。あえて、

もう言いません。 

   もう一つ、放課後児童クラブにもう少し手

当てができないのかと。確かに、放課後児童

クラブにお預けする方増えてきています。生

徒の人数は減っていますので、今年あたりが

ピークではないかと。少子化に伴って人数は

減っていくところがあります。でも、今まで

は大体１年生、２年生、３年生、今は４年生、

５年生でも預けたいという需要も増えてきて

います。そういう中で、でも、まだまだ、例

えばゼロ歳から２歳児で保育園に預けている

方々、あと放課後児童クラブに預けている

方々、対象者もいろいろあります。そういう

中で、まずは、今はゼロ歳から２歳のところ

に大きく踏み出す年だなと。学校給食費無償

化ということで、国の支援、県の支援が入る

ことも大きな後押しとなって、来年、ゼロ歳

から２歳児の保育料、全所得階層拡大に踏み

込みます。 

   その上で、それ以外にもあるんじゃないか

と。いろいろあると思います。しっかり検討

していく必要があると思っています。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 私は以前から、放課後

児童クラブの運営に対する行政の、ゼロから

生み出すところからずっと見てきておりまし

て、放課後児童クラブは元気な子供をつくり

出すといいますか、特に、学校ですと同じ学

年ごとの子供、人間関係なんですけれども、

もう縦の、学年が違う子供たちが一緒に遊ん

だり勉強したり宿題やったりすることができ

るという点で、非常に学校とは違う人間関係

があって、それで非常に元気に子供たちが遊

んでいるというようなことがあって、なおか

つ、もう鍵っ子対策といいますか、お父さん

お母さんが働いているときに、そこで安全に

子供たちを育ててくれるといいますか、預か

ってくれるというような点で非常に優れた制

度だなと。だんだん利用者が増えているとい

うのは、お父さん、お母さん、２人とも働く

環境なんかが増えたりしているんだと思うん
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ですけれども、ぜひそこには応援を、行政と

していっぱい応援すると、町全体の子育て支

援の一つ、一翼がしっかりつくれていくんで

はないかなということで何度か取り上げてい

ますけれども、今回はそこではなくてゼロ歳

児から２歳の保育無償化の全階層を取り組ん

でいくというようなことだということのよう

ですけれども、できれば、５月頃からそうい

った対応があるわけですから、今年度からそ

ういうふうに、先が見えるんであれば、取り

組んでいただければなと思ったので、その辺

はどんなご判断だったんでしょうか。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 子育て全般について、繰り返し

ますが、何が優先的か、緊急か。先ほど増川

議員の質問にもお答えしましたけれども、基

本的に私は、町の責務というのは、子育て支

援の中にも先ほど３分野あると言いました。

経済的負担は、軽減は、基本的には国、さら

にそれを補完する県の支援、そこが整って、

各地域に合った、就業環境も東京と河北町で

は違います、そういった中で河北町として何

が必要なのか。経済的支援ももとよりですけ

れども、様々な子育て上の寄り添った支援を、

地域に合った形で、どういうマンパワーの支

援を行えるか。あと、施設面で環境を整えて

いくか。総合的に考えてまいります。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） お聞きした、来年度へ

向けというような話で、今年度からでもよか

ったんじゃないかということについて直接お

答えいただけませんでしたが、話としては分

かりました。 

   河北町では、ゼロ歳児保育についても、ほ

かの自治体よりちょっと出だしが遅かったと

いうことですが、どんどんと追いついて環境

がしっかり整備されてきつつあるというふう

に思います。ぜひそこへのその分野への支援

もしっかりやっていただきたいと思います。 

   次に、防災ラジオをぜひとも導入すべきで

ないかという質問に移ります。 

   総務産業常任委員会で視察した福島県矢吹

町では、最初、河北町での防災ラジオの状況

を知っているものですから全く期待をしない

で行ったんですが、実際に行ってお聞きした

ら、非常によく使われていてですね。一つの

特徴としては、３分の１世帯ぐらいまで普及

しているんですね。３分の１まで普及したら、

放送が聞きにくいという声が全くなくなって

きたと。放送のほうで何かこうあると、そう

すると、何か言っているということで、防災

ラジオでもう１回詳しく聞き取ると。この防

災ラジオのほうは、ボタンを押すと何回でも

聞き直しができるということで便利だと。必

要があれば、近所にも、こんなことがあるよ

というふうに、持っていないところには伝言

もしたりして、わっと全戸に必要な情報が伝

わるような、そういった環境ができていると

いうことで、これは非常に便利で、河北町の

今ある防災ラジオはそんな手軽さというのは

なくて、本当に緊急でというときに使われる

というようなものだと思うんですが、そうじ

ゃないと。なおかつ、そういった放送と、あ

と本当に緊急で危険なときに使う放送の２段

階で音量も設定できると。本当に危険なとき

には、もう最大音量で、ラジオを持っている

人が設定したのとは別な音量で、最大音量で、

勝手に電源が入って情報が伝わるんですが、

そうじゃないところは、勝手に電源は入るん

ですけれども、聞く設定をした人が設定でき

る音量にしておいて、比較的日常的な防災情

報も受け取れるというようなことで、非常に

便利だということなので、ぜひ、今ある河北

町の防災ラジオの在り方をそういう形に改め

たらどうかということで、せっかく常任委員

会で勉強してきたものですから、町でそうい
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ったことをぜひ検討したらどうかと。 

   なおかつ、国のほうの防災関連の支援が、

一応年限の限度があってということなので、

それが使える間にそういった導入をしたらい

いんじゃないかということで今回の質問なん

ですが、この辺について、その280メガヘルツ

帯の防災ラジオについては、担当などではど

んなふうに把握しているか、ちょっともう一

度お聞かせください。 

○丹野貞子議長 「大泉防災危機管理課長」 

○大泉正博防災危機管理課長 280メガヘルツ帯

の防災行政無線というところで、防災ラジオ、

戸別受信機というところで、福島県矢吹町の

ほうでそういったものを活用して情報提供し

ているというところで、その視察研修につき

ましては、我々の職員のほうも一緒に現地の

ほう視察させていただきながらというところ

で、その状況のほうは確認しているところで

あります。 

   おっしゃるとおり、非常に隅々までという

ところでは、戸別受信機を町民３分の１まで

というところで配布しているというところで、

情報が届きやすいというところは、そういっ

た報告は受けておりまして、ただ、その280

メガヘルツの防災行政無線というところでは、

あくまでも戸別受信機というところ、防災ラ

ジオというところを特化したものというとこ

ろで、今後大きく変わっていくだろうという

ところでは、やはり防災行政無線で確実に情

報を届けるというところでは、個人が所有し

ている個別端末というところでは、スマート

フォンのほうにそういった防災情報が届くよ

うな方向に方向性としては大きくなるのかな

というふうに捉えております。 

   そういった意味で、今年度、事業実施して

おります防災行政無線につきましては、防災

放送の内容と併せて一斉配信というところで、

スマートフォン等に、ＬＩＮＥを通じてなん

ですけれども、そういった防災情報を、文字

で情報を提供するというやり方に強化してい

るところであります。 

   今後というところで、やはりスマートフォ

ン持っていない、所持していないという方は

現実おられるというところは確かであります

ので、そういったところの対応というところ

で、すぐさま議員がおっしゃるとおり矢吹町

の方式を採用するというところではなくて、

今、整備、今年度整備している防災行政無線

の中で、戸別対応というところで情報が行き

届く、情報が届くようなやり方ができないの

かというところを整理しながら、今ある設備

の中で対応を今後検討していければなという

ふうに思っております。 

   あと最後に、今、国のほうで有利な支援制

度があるというところでは、緊急防災・減災

事業債というところで、充当率100％、交付税

措置率70％という制度、こちらが引き続き制

度としてはございますけれども、まずは、今

年度、防災行政無線のほう整備したばかりで

すので、まずはそれを評価していただいた後

に、今後、そういった課題とされております、

そういった端末を持っていない方々への情報

提供というところは今後どうしていくかとい

うところは整理していこうかなというふうに

考えているところであります。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 私、今回ちょっと気持

ち的に急いでいるのは、国の防災関連の支援

があるうちにという。この制度って、今回、

放送のほうで整備して、その成果を見極めて

評価をじっくりとして、それで、今度やっぱ

り防災ラジオも必要だったというときには、

またそのタイミングでできるのかですね。評

価をさっさとやって、それでこの制度がある

うちに使うというふうな、ちょっと急いで判

断をしなきゃいけないのか、その辺の時間的
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な関連はどうなのか、どう把握しているか、

説明してください。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ただいま大泉課長から申し上げ

ました有利な国の支援制度ということですけ

れども、本年度まででした、予定では。来年

度から、さらに５か年延長されます。2030年

まで延長されました。国の予算通ってという

ことになります。これ、この点については、

もう全国の自治体レベルで、この今の災害の

状況ですから、何としてでもこの期間は延長

してもらいたいと。強靱化予算と共に、この

自治体の緊自債、これは延長してもらわない

と困るという要望がつながったということで

あります。 

   １点申し上げなきゃならないのは、イニシ

ャルコストについては、100％充当、70％財政

支援措置。したがって、実質３割で施設整備

はできると。詳細詰める必要はありますけれ

ども。ですけれども、今度はその運用、ここ

は自治体の負担の下で進むということになり

ます。したがって、ランニングコストは、町

で当然ですが対応していくことになります。 

   そういった意味で、先ほどの子育てにも通

じるわけですけれども、町の貴重な財源とし

て何を優先していくべきか。防災も子育て劣

らず重要なテーマだと思います。そこについ

て、情報伝達を最優先すべきなのか、装備を

重要視すべきなのか。様々な観点から優先順

位を考えていく。その上で、防災行政無線に

ついて、まずは、今の更新制度の結果を踏ま

えて、さらに情報伝達の中でも何を進めてい

く必要があるのか。そこについては、しっか

りその後検証しながら進めていきたいという

のが事務方の検討であり、私もそうであると

いうふうに一致した認識でございます。 

○丹野貞子議長 ６番木村章一議員、まだあるそ

うですけれども、いいですか。（「訂正」の

声あり）訂正があるそうです。いいですか。 

○森谷俊雄町長 緊自債じゃなくて緊防債。失礼

しました。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 私は、延長されたと聞

いたんですが、５年間じゃなくて１年だけと

思っておったので、さっさと判断しないとい

けないなというのでちょっと思っておりまし

たが、少し時間はあると。なおかつ、町長か

らあったイニシャルコストということなので、

結構、防災ラジオそのものが結構かかるんで

すね、お金かかるんですが、それもイニシャ

ルコストとして、一定の配布したいところに、

その台数を全世帯分とか半分の世帯分とか一

気に導入してというようなふうにすると、そ

れもイニシャルコストに入るのではないかと

いうようになると、意外と高いものがその何

分の１の価格で導入できるなどということも

あり得るなというようなことで、質問の中に

も、大多数の世帯とか、あと事業所も、事業

所なんかは負担いただいてもいいと思うんで

すけれども、そういうふうにして導入すると

いうことも含めてぜひ検討したらどうかなと

思いました。 

   少し時間があるようですので、またお聞き

するかもしれませんが、ぜひ、そういった緊

防債ですか、そういった制度をぜひ生かして、

河北町の防災力をしっかり高めるというふう

にしていただければというふうに思います。 

   以上で私の一般質問終わります。 

○丹野貞子議長 以上で６番木村章一議員の一般

質問を終わります。 

   ここで１時40分まで休憩とします。 

     休 憩  午後１時２９分 

     再 開  午後１時３９分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   次に、11番石垣光洋議員の一般質問を行い

ます。 
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   「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 教育格差と人口減少の

関係を踏まえた町の将来戦略について伺いま

す。 

   河北町においても、人口減少と少子高齢化

は年々深刻さを増しており、これまで様々な

対策が講じられてきました。しかし、その多

くは、出生数の確保や移住・定住促進といっ

た結果への対応にとどまり、人口減少を生み

出している構造そのものへの踏み込みは十分

であったのか、改めて検証する必要があると

考えます。 

   その構造的要因の一つが教育格差の問題で

す。教育格差とは、家庭の経済状況や地域条

件によって、学習環境、進学機会、将来の選

択肢に差が生じることを指します。地方にお

いては、通塾や進学の選択肢が限られ、情報

や人的ネットワークにも格差が生まれやすい

現実があります。その結果、進学や就職を機

に若者が地域外へ流出し戻らないという流れ

が固定化されています。これは個人の努力や

意思だけの問題ではありません。地域として、

どこで生まれても、育っても、ひとしく学び、

将来を描ける環境を十分に整えられていない

ことが若者流出の一因になると考えます。教

育環境への不安は、子供本人だけでなく、子

育て世代の保護者にとっても大きな判断材料

となり、結果として人口減少を加速させる要

因となっています。 

   さらに重要なのは、教育格差が単に学校教

育の問題にとどまらず、地域の将来を担う人

材の育成と定着に直結している点です。学び

の機会が乏しい地域では、地域課題を担う人

材が育ちにくく、産業や地域活動の担い手不

足が生じ、地域の魅力そのものが低下します。

この悪循環こそが、人口減少を長期化・固定

化させている構造だと考えます。 

   こうした状況を踏まえれば、人口減少対策

として教育を位置づけ直す必要があります。

学校教育の充実はもちろんのこと、放課後や

休日の学習支援、地域人材が関わる学びの場

つくり、デジタル技術を活用した教育機会の

確保など、町全体で子供を育てる仕組みが求

められます。 

   また、学んだ人材が将来地域で働き活躍で

きる環境をどう整えるのか、産業振興や雇用

政策と一体で考えることが不可欠です。 

   人口減少時代において、全ての分野に同じ

ように投資することはできません。だからこ

そ、教育への投資をコストではなく将来に向

けた戦略的投資と捉え、世代を超えて選ばれ

るまちづくりを進める必要があると考えます。 

   そこで、質問事項の１、教育格差と人口減

少の関係を踏まえた町の将来戦略について伺

います。 

   質問要旨の１として、教育格差と人口減少

の関係について。 

   質問要旨の２として、人口減少対策として

教育を位置づけることについて。 

   質問要旨３として、教育を軸とした人材育

成と定住につながる将来戦略について。 

   以上、今後どのようにまちづくりに反映し

ていくのか伺います。 

○丹野貞子議長 11番石垣光洋議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 11番石垣光洋議員の一般質問に

お答えいたします。 

   教育格差と人口減少を踏まえた町の将来戦

略についてお答えいたします。 

   １点目の教育格差と人口減少の関係につい

て申し上げます。 

   教育格差には、議員からございましたよう

に、家庭の経済状況による格差と地域による

格差があると考えます。家庭の経済状況によ

る格差に対する支援策として、義務教育にお
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いては、家庭の収入状態により、学用品費、

通学用品費、校外活動費、新入学児童学用品

費、修学旅行費などの就学援助の支援、高校

以上につきましては、奨学金制度を行ってお

ります。 

   地域による格差についてでございますが、

高校卒業後の進学先ということでは、首都圏

と比較すれば専門学校や大学の選択肢は限ら

れており、希望する進学先については選択肢

の多い首都圏等への流出は避けられないと言

わざるを得ません。進学時に町を離れ、町へ

戻らないということは、これまでも、そして

これからも人口減少の大きな要因であり、就

学後に戻ってもらうための施策として、若者

定着奨学金制度や今年度から河北町人材育成

若者定着促進事業給付金制度を行うなど、施

策を講じているところでございます。 

   今後とも、人口減少が続くことが見込まれ

る中で、将来にわたって活力ある社会を維持

し、安全で安心して暮らせるまちを持続可能

なものにするためには、単に人口減少を抑制

するだけでなく、年齢構成の若返りを図りな

がら、人口規模の縮小に対応した仕組みづく

りを進めることが必要不可欠だと考えており

ます。とりわけ、若年層の定住と出産・子育

て支援を重点的に進める必要がございます。

20歳から39歳の若者世代、特に若年女性の人

口動向を改善し、住み続けたい、将来また戻

ってきたいと思える環境を整えることが極め

て重要であります。 

   そのため、医療費の、高校生までですけれ

ども、の医療費の無償化、小中学校学校給食

費の無償化、かほく安心子育て応援事業給付

金、乳幼児の健診、子育てに関する相談など、

様々な子育て施策を最優先すべき施策として

展開し、子育てにおける経済的負担の軽減、

子供を産み育てる環境の整備に取り組んでき

たところでございます。今後とも継続的に取

り組んでいく必要があると考えております。 

   ２点目の人口減少対策として教育を位置づ

けることと、３点目、教育を軸とした人材育

成と定住につながる将来戦略について、併せ

て申し上げます。 

   令和８年度から令和12年度までの５か年を

対象期間とする第３期河北町地方創生総合戦

略においては、人材確保・育成が重要となる

ことから、子供たちの豊かな人間性を養い郷

土愛の醸成を進めることや、特色と魅力ある

高校教育への支援として、県立谷地高等学校

に対し、将来にわたって特色と魅力ある高校

として永続的に優れた人材を輩出するととも

に、少子化が進展する中にあっても活力ある

活動が展開できるよう、関係者の理解と協力

を求めていくとともに、地域全体で支援して

いく必要があるとしております。 

   また、令和８年度は、第３次河北町教育振

興計画の策定年度であります。この中で、児

童生徒数の減少が進む中で、小学校の統合や

中学校校舎の老朽化への対応などを見据えた

義務教育の方向性が示されるものと考えてお

ります。 

   人口減少対策に何が必要か、昨年策定いた

しました後期計画、発展計画、総合計画の後

期計画まちづくり町民アンケート調査を実施

しておりますが、その結果を申し上げますと、

全年齢層、10代から高齢者までの全年齢層で

は、「魅力ある働く場所の確保」が人口減少

対策に最も必要ではないかという答えが全体

の63％と最も高く、次いで、「子育てや教育

環境の充実」が45％であります。 

   これに対しまして、10歳から30歳代の回答

で申し上げますと、「魅力ある働く場所の確

保」が65％、次いで「子育てや教育環境の充

実」、これが63％であります。働く場と子育

て教育環境が、65％、63％と突出しておりま

す。次いで、10歳から20歳代での回答で、ち
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なみに３番目はということで申し上げますと、

「公営住宅や住宅地の整備」、言わば魅力あ

る住まい、これが19％。これが１位、２位、

３位。１、２位が突出している。これが町民

アンケートの結果であります。 

   子供を育て、子供の学び、成長を第一に考

える子育て世代の気持ちを考えるとき、学ば

せたいと思える教育環境は、希望する就業環

境と共に最も大切かつ切実な問題であり、若

い世代が住む場所を選択する上で最大の関心

事であると言っても過言ではないと考えます。

アンケートの結果から見ても、そう言えると

思っております。特に、義務教育の場は、基

本的に住む場所によって決まります。このこ

とを考えれば、子供たちにとって最適の学び

の場、とりわけ義務教育の場を提供できる学

校づくり、これは若い世代から選ばれる学校

づくりに直結する政策課題であり、これから

の人口減少抑制の鍵となる最重要政策課題で

あると認識しております。 

   このような基本認識に立ちまして、小中学

校の整備問題につきましては、これからのま

ちづくりを考える上でも、基本的には教育問

題でありますが、これからのまちづくりを考

える上でも、人口減少に歯止めをかける上で

も、避けて通れない問題であり、先送りする

ことのできない問題であると考えております。 

   今後とも、将来を担う子供たち、かほくっ

この未来につながる学校づくり、10年、20年

先を見据えた教育環境の実現に向けて、教育

の専門執行機関である教育委員会における検

討を基本的に尊重しながら、また、財政運営

にも十分留意し、責任を持って検討を進め、

町民のご理解をいただきながら、真正面から

取り組んでまいりたいと考えております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 郷土愛の醸成が、人間、

人材育成につながると述べられましたが、学

校教育の中で具体的にどのような学びや体験

を通じて育てていくのか、より具体例があれ

ばイメージしやすいので伺います。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 議員がご指摘しております郷

土愛の育成、これは非常に教育を営む上で大

事だなというふうに思っている点であります。

さらには、都会に出ていって田舎に帰る一つ

のポイントとしては、やはりキャリア教育の

充実。この２点があるんでないかなというふ

うに思っているところです。 

   そんな中で、郷土愛を育む取組としまして、

河北中におけるコミュニティスクールの取組

があります。 

   コミュニティスクールは、学校運営協議会

を取り入れた学校経営でありまして、河北中

の場合は16人の構成で成り立っております。

そんな中で、年に二、三回取り組む学校運営

協議会の中で、本年度は、河北中において、

生徒も交えて、中学生の地域貢献についてと

いうことで熟議をいたしました。そんな中で、

いわゆる地域貢献、地域活性化につながるこ

とを視点として、様々な活動、アイデアがな

された中で、本年度は、谷地どんが祭りにお

ける、いわゆる屋台の運営が人手不足でなか

なか成り立たないという現状を踏まえまして、

これへの参加を計画して大変盛り上がった活

動をなさったという報告がなされております。 

   そんな中で、中学生の感想でありますけれ

ども、中学生の協力なしでは担い手不足の解

決が難しかった現状があって、中学生として

は、地域を知り地域を学ぶ機会になったと。

そして、あわせて、自分たちの取組を広く発

信し、町の魅力をＰＲしたいという生徒が出

ております。 
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   こういった中学校の取組とか、それから小

学校においては、前にもご紹介したんですが、

谷地中部小の４年生の取組であります。河北

未来プロジェクト、プチ職業体験ということ

で、キャリア教育の一環であります。これは、

様々な職業に関するブースを設けまして、例

えば食であれば和食、すしについてのブース、

それから美では美容師さんのブース、それか

ら食ではお菓子屋さんのブース、それから職

人として大工さんのブース、それから動物の

ブースとして、児童動物園の学芸員の皆さん

の協力を得ながら動物のブース、それからデ

ジタルのブースということで、河北町ＤＸ推

進アドバイザーの協力によるブースというこ

とで、４年生でいわゆるプチ職業体験の訓練

なんかもやっております。 

○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 選ばれる学校づくりと

は、単なる施設整備ではなく教育内容が重要

だと考えますが、町として目指す学校像をど

のように描いておりますでしょうか、伺いま

す。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 議員がご指摘なさっておりま

す人口減少対策として教育を位置づけること

と、いわゆる選ばれる学校づくりというのは

大いに関係しますので、そういった視点から

お答え申し上げます。 

   選ばれる学校というのは、やはり子供にと

っても保護者にとりましても、常に質の高い

教育が安心して安定して享受できることが学

校の本命であり、そのような学校経営実現に

向けてこれからも推進していかなければなら

ないと。これが選ばれる学校づくりではない

かなというふうに思っているところです。こ

のような教育を施すこと自体が、議員がご指

摘しております人口減少対策として学校教育

を位置づけることと考えております。 

   先ほど来申し上げております、そういった

学校経営の中で郷土愛の醸成、そしてキャリ

ア教育の充実も併せて重点的に取り上げてい

かなければならないなというふうに思ってい

ます。 

   それで、ある新聞の現代学生百人一首の中

で、高校１年生のつくった短歌を紹介します。

「デジタル化書かなくなった黒板は今や映像

映す下敷き」。短歌はその時々の世相を映す

とよく言われていますけれども、この短歌は、

まさに変わりつつある教育の様子を如実に捉

えたものだと思っております。 

   それはどういうことかというと、日本のこ

れまでの100年にわたって続いてきたチョー

ク黒板が消えようとしていて、そしてＩＣＴ

機器の映像を映す下敷きになっているという

ことを表しております。これは、教室そのも

のが変わりつつあるということを示している

ものだなというふうに思っております。 

   さらには、学習の指導方法においても、こ

れまでの知識注入の唯一正解を求める授業パ

ターンから、いろいろな事象に接しながら課

題を見つけ、その解決に向けて、友と協働し

ながら最適解を求める授業パターンへと質が

変わるように求められております。そういっ

た授業を実現することがやっぱり選ばれる学

校になるんじゃないかなというふうに思って

います。 

   そういったことをもろもろと挙げたときに、

これから大切にしていきたいことは、やはり

主体性、やる気がある子供の育成。それから、

社会性、人との関わり合いができる子供の育

成。そして、情報活用能力、ＩＣＴの機器を

活用できる能力が備わった子供、つまり変化

に対応できる子供の育成であります。そうい

った学校の実現に向けて、これからも推進し

ていきたいなというふうに思っているところ

です。 
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○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） ただいまの答弁で、主

体的、社会性、あるいは情報の活用化、そし

て変化に対応できる教育を目指すということ

でした。 

   ＡＩなどによって、将来的に10年後には４

割ぐらいの職業がＡＩに置き換わるんだろう

と、そういう話もありますけれども、やはり

学校にいる段階から、基礎的なこと、あるい

は社会に対応できるような教育というのは本

当に大事だと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

   次に、ＩＣＴ教育や特色ある教育は人口減

少対策として有効と考えますけれども、町と

してはどの程度重視し、どのように進めてい

く方針なのか伺います。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 ご存じのように、本年度末が

ＩＣＴ機器、タブレットの更新時期に当たっ

ております。これの購入については、先ほど

の議会全協でしたが、説明も申し上げている

とおりであります。この機器の更新、それか

らＩＣＴ使用の支援員も引き続き雇用しまし

て、各学校ローテーションを組んで、各学校

へのその使用機器について指導してもらう予

定になっております。 

   さらには、各学校におけるＩＣＴ機器の活

用状況、これを参観するために、授業参観あ

るいは校長会等で、進んでそういった授業風

景を参観していただいて、その使用程度の共

有化を図る予定でおります。 

○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 次に、教育格差には家

庭の経済状況と地域差があると考えますけれ

ども、教育現場からの声をどのように把握し

ているのか伺います。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 先ほどの町長答弁にもありま

したように、いわゆる経済的な格差と地域的

な格差があると。いわゆる経済的な格差によ

って教育の格差があってはならないなと思っ

ております。これはやはり、教育の機会均等

を奪うものであるということであります。 

   先ほどの答弁にもありましたように、家庭

の経済状況による格差の支援策として様々な

策を講じているところであります。 

○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 人口減少に対して、抑

制だけではなく縮小への対応が必要と述べら

れましたが、この考えは町民に十分共有され

ているのでしょうか。町としてどのように将

来像を示していくのか伺います。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 先ほどの私の答弁の中でも触れ

させていただきましたけれども、総合計画の

後期計画に合わせて作業を進めた総合戦略が

ございます。その中で、人口減少、もちろん

いかにこれを抑制するか、人口減少にどう対

応していくかという部分の対応。あわせて、

人口減少は、現在の出生者数等々から推計し

た場合に、人口ビジョンの中でもお示しして

ございますけれども、将来とも、抑制はした

いという中ではございますけれども、減って

いくということは、現実として真正面から捉

えなければならない。そういう中で、これか

らの戦略を描くということであります。 

   そこにおいて、人口減少は一定程度抑制し

ながらも避けられない中で、では、どういう、

この地域の活力を目指して進めていくのかと

いう点について、この総合戦略については、

ＫＰＩで進行管理しながら、検証しながら取

り組んでいくことになります。 

   そのＫＰＩとして掲げているのは、人口は

減っていくけれども、町民の総所得並びに１

人当たりの総所得、そこをあえて、今回、総

所得だけでなくて１人当たりの総所得、これ
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を掲げ、人口が減って町内の消費市場は小さ

くなりますが、１人当たりの所得は増加して

いくんだと。そういった展望を持って総合戦

略を展開していくということをお示しさせて

いただこう、いただきたいというふうに考え

ております。 

   後期計画の、今後の重点施策も含めた後期

計画の、12月策定して、来年度が初年度のス

タートになります。町民の方々と、しっかり

この危機感と、そして将来の展望、そういう

中でどういうふうに描いていくのかというこ

とについて、町民の方々と共有できるように

しっかり進めていく必要があるというふうに

思っています。 

○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 人口減少時代において

も公立学校の安定と質向上が不可欠と考えま

すが、そのために町として最も守るべきもの

は何だと考えていますか、お願いします。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 先ほども申し上げましたよう

に、質の向上、質の高い教育を安心して享受

できる。この教育を実現するためには、やは

り教育素材の、教育人材の集中ということで、

例えば今、整備委員会で構想しております施

設一体型小中学校ということで、同じ敷地内

に町内の学校の先生方、集中して集まると。

そういった中で、同じ学年団を持つ先生方が

相談できる体制が整うわけです。しかも、小

中の先生方の交流もできる。そういう研修が

すぐさまできるという環境になりますので、

指導力アップにつながるなというふうに思っ

ているところであります。 

○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） それでは最後に、教育

格差と人口減少という複合課題に向き合う中

で、町長として今後も決して譲れない教育政

策上の信念とは何か、改めて伺います。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 教育政策上の信念ということで

ございますけれども、私は、個人的な思いは、

あと一政治家としての思いは様々ありますけ

れども、町長の立場を踏まえた上で申し上げ

ます。 

   教育政策上のそこを描くのは専門機関であ

る教育委員会であり、そこで真摯な議論を重

ね、これからも本町における教育政策という

ものを、どこに力点を置いて、どこを一丁目

一番地として進めていくのかということにつ

いては、教育委員会のご議論というものを十

分、基本的に尊重する立場で、十分そこを踏

まえていきたいというふうに考えております。 

   その上で申し上げます。 

   先ほどの答弁でも申し上げました。人口減

少問題とも絡み、人口減少問題は町政を考え

る上で直面している非常に大きな重い課題で

あり、私として最優先して取り組まなければ

ならない課題だと基本認識がございます。そ

ういった意味で、先ほど、教育の環境と、子

育て、教育の環境、働く場の環境と共に若い

世代に突出して望まれている施策だというこ

とも、アンケートの結果から見てもそういう

状況だということを申し上げました。 

   そういう中で、先ほどの答弁の繰り返しに

なります。譲れないというよりは、私の基本

的なスタンスと、大事にしていきたい視点と

いうことで受け止めていただきたいと思いま

す。町民、さらには議会各位とも議論してい

くべきことでございますので、譲る譲らない

とか、そういう話ではなくて、共に一緒に目

指していきたい施策方向ということで申し上

げます。 

   繰り返しになります。恐縮ですけれども、

もう一度申し上げます。子供を育て、子供の

学び、成長を第一に考える子育て世代の気持

ちを考えるとき、学ばせたいと思える環境は、
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希望する就業環境と共に最も大切かつ切実な

問題であり、若い世代が住む場所を選択する

上で最大事の関心であるという認識。とりわ

け、義務教育の場は基本的に住む場所によっ

て決まる。このことを考えれば、子供たちに

とって最適な学びの場を提供できる学校づく

り、若い世代から選ばれる学校づくり、これ

に直結する政策課題であり、人口減少抑制の

鍵となる最重要課題であると考えております。 

   今後とも、将来を担う子供たち、かほくっ

この未来につながる学校づくり、10年、20年

先を見据えた教育環境の実現に向けて、もち

ろん財政に責任を持つ町長としての立場も踏

まえて財政も考えながら、何よりも教育委員

会における議論、その上で、町民の方々のご

意見、それもしっかりと受け止めながら、真

正面から取り組んでいきたいというふうに考

えております。 

   答弁になっているかどうか分かりませんが、

私はこれに尽きるというふうに、質疑を通し

て考えているところでございます。 

○丹野貞子議長 「11番石垣光洋議員」 

○11番（石垣光洋議員） 終わります。 

○丹野貞子議長 以上で11番石垣光洋議員の一般

質問を終わります。 

○丹野貞子議長 ここで議長から申し上げます。 

   議員全員協議会を開催いたしますので、議

員の皆さんは全員協議会室にお集まりくださ

るようお願いします。 

   議員全員協議会が終了するまでの間、暫時

休憩とします。 

     休 憩  午後２時１３分 

     再 開  午後３時１９分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   ここで議長から申し上げます。 

   新たに議案が提出されましたので、休憩中

に議会運営委員会に協議をお願いしましたと

ころ、本日の議事日程に追加して審議、採決

を行うことになりました。 

   お諮りします。議会運営委員会の決定のと

おり、本日の議事日程に追加し、審議、採決

を行うことに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本日の議事日程に追加することに

決定しました。 

   これから追加議事日程を配付させますので、

配付が終わるまで暫時休憩します。 

     休 憩  午後３時２０分 

     再 開  午後３時２２分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

○丹野貞子議長 追加議事日程第１号に入ります。 

○丹野貞子議長 日程第１、議案の上程を行いま

す。 

   議第２０号 議第１１号令和８年度河北町 

         一般会計予算についての取下 

         げについて 

   １議案を上程いたします。 

○丹野貞子議長 日程第２、提案理由の説明を行

います。 

   提案者から提案理由の説明を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 本日追加でご提案申し上げてお

ります議案につきまして、提案理由の説明を

申し上げます。 

   議第20号議第11号令和８年度河北町一般会

計予算についての取下げについてご説明申し

上げます。 

   議第11号令和８年度河北町一般会計予算に

ついては、河北町立小中学校整備基本構想・

基本計画（案）の継続検討が必要なため、10

款教育費１項教育総務費の学校整備費の取下

げを提案するものであり、ご理解を賜ります

ようお願い申し上げます。 

   追加提案いたしました議案の提案理由につ

いてご説明申し上げましたが、ご審議の上、
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ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○丹野貞子議長 日程第３、議案の審議、採決を

行います。 

   お諮りします。議案が事前に配付されてお

りますので、審議の際の議案の朗読は省略し

たいと思います。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにしま

す。 

○丹野貞子議長 議第20号議第11号令和８年度河

北町一般会計予算についての取下げについて

を議題とします。 

   お諮りします。ただいま議題となっていま

す議第20号議第11号令和８年度河北町一般会

計予算についての取下げについてを許可する

ことにご異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議第20号議第11号令和８年度河北

町一般会計予算についての取下げについてを

許可することに決定しました。 

○丹野貞子議長 日程第２、議案の審議、採決を

行います。 

   お諮りします。議案が事前に配付されてお

りますので、審議の際の議案の朗読は省略し

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにしま

す。 

   議事の都合上、議第18号河北町特定乳児等

通園支援事業の運営に関する基準を定める条

例の設定についてを先議します。 

   担当課長の説明を求めます。 

   「池田こどもみらい課長」 

○池田恵子こどもみらい課長 議第18号河北町特

定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を

定める条例の設定についてご説明申し上げま

す。 

   この条例は、令和８年度から新たな事業と

して乳児等通園支援事業が実施されることか

ら、町の基準を条例で定める必要があるため

提案するものであります。 

   第１条は、この条例の趣旨を定めるもので

あります。 

   第２条は、一般原則について、第３条は、

利用定員について、第４条は、面談について

定めるものであります。 

   第５条は、正当な理由のない提供拒否の禁

止について、第６条は、あっせん及び要請に

対する協力について、第７条は、乳児等支援

支給認定証に記載された事項の確認について

定めるものであります。 

   第８条は、乳児等支援給付認定の申請に係

る援助について、第９条は、心身の状況等の

把握について、第10条は、特定教育保育施設

等との連携について定めるものであります。 

   第11条は、特定乳児等通園支援の提供の記

録について、第12条は、支払いについて、第

13条は、乳児等支援給付費の額に係る通知等

について定めるものであります。 

   第14条は、特定乳児等通園支援の取扱い方

針について、第15条は、特定乳児等通園支援

に関する評価等について、第16条は、相談及

び援助について定めるものであります。 

   第17条は、緊急時等の対応について、第18

条は、乳児等支援給付認定保護者に関する町

への通知について、第19条は、運営規程につ

いて定めるものであります。 

   第20条は、勤務体制の確保等について、第

21条は、利用定員の遵守について、第22条は、

掲示等について定めるものであります。 

   第23条は、乳児等支援給付認定子どもを平

等に扱う原則について、第24条は、虐待等の

禁止について、第25条は、秘密保持等につい
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て定めるものであります。 

   第26条は、情報の提供等について、第27条

は、利益供与等の禁止について、第28条は、

苦情解決について定めるものであります。 

   第29条は、地域との連携について、第30条

は、事故発生の防止及び発生時の対応につい

て、第31条は、会計の区分について定めるも

のであります。 

   第32条は、記録の整備等について、第33条

は、電磁的記録等について、第34条は、この

条例に定めるもののほか必要な事項は別に定

めることができるとする委任について定める

ものであります。 

   附則としまして、本条例は令和８年４月１

日から施行するものであります。 

   以上、よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 担当課長の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   採決は、電子システムによる投票により行

います。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の方は賛

成のボタンを、反対の方は反対のボタンをそ

れぞれ押してください。 

   （電子採決） 

   押し忘れなどありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   押し忘れなしと認め、確定いたします。 

   賛成全員であります。 

   よって、議第18号河北町特定乳児等通園支

援事業の運営に関する基準を定める条例の設

定については原案のとおり可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議事の都合上、議第12号

令和８年度河北町国民健康保険特別会計予算

について、議第13号令和８年度河北町西里財

産区特別会計予算について、議第14号令和８

年度河北町介護保険特別会計予算について、

議第15号令和８年度河北町後期高齢者医療特

別会計予算について、議第16号令和８年度河

北町水道事業会計予算について、議第17号令

和８年度河北町下水道事業会計予算について、

以上６議案を一括議題とします。 

○丹野貞子議長 日程第３、予算審査特別委員会

の設置構成及び予算議案の特別委員会付託で

あります。 

   お諮りします。ただいま議題に供しました

議第12号から議第17号までの６議案について

は、議長を除く全議員で構成する予算審査特

別委員会を設置し、これに付託して審査をお

願いしたいと思います。これに異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議第12号から議第17号までの議案

については、議長を除く全議員で構成する予

算審査特別委員会を設置し、これによって付

託して審査することに決定しました。 

   ここで暫時休憩します。 

     休 憩  午後３時３３分 

     再 開  午後３時３５分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   新たに議案が提出されましたので、本日の

議事日程に追加することになりました。 

   お諮りします。本日の議事日程に追加する

ことに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本日の議事日程に追加することに

決定しました。 

○丹野貞子議長 追加議事日程第２号に入ります。 
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○丹野貞子議長 日程第１、議案の上程を行いま

す。 

   議第２１号 令和８年度河北町一般会計予 

         算について 

   １議案を上程します。 

○丹野貞子議長 日程第２、提案理由の説明を行

います。 

   提案者から提案理由の説明を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 本日追加でご提案申し上げてお

ります議案につきまして、提案理由の説明を

申し上げます。 

   議第21号令和８年度河北町一般会計予算に

ついてご説明申し上げます。 

   このたびの予算は、小中一貫教育の実現に

向けた学校整備に係る基本設計等に関する経

費9,063万1,000円及び河北町立小学校整備基

本設計・実施設計業務委託に関する債務負担

行為を削除し、改めて提案するものでありま

す。 

   この結果、当初予算案の総額は108億1,336

万9,000円となります。 

   追加提案いたしました議案の提案理由につ

いてご説明申し上げましたが、ご審議の上、

ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○丹野貞子議長 日程第３、議案の審議、採決を

行います。 

   お諮りします。議案審議の際の議案の朗読

は省略したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにしま

す。 

   議事の都合上、議第21号令和８年度河北町

一般会計予算についてを議題とします。 

○丹野貞子議長 日程第４、予算議案の特別委員

会付託であります。 

   お諮りします。 

   ただいま議題に供しました議第21号の１議

案については、先ほど設置されました予算審

査特別委員会に付託して審査をお願いしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議第21号の議案については、先ほ

ど設置されました予算審査特別委員会に付託

して審査をすることに決定しました。 

   お諮りします。予算審査特別委員会が終了

するまで本会議を休会したいと思います。 

   これにご異議ありませんか 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、予算審査特別委員会が終了するま

で本会議を休会することに決定しました。 

   これにて、本会議を休会とします。 

午後３時３９分  休 会 

 


